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I. はじめに 

本学では、人間尊重の理念に基づき、変動する社会の要請に応じて、看護専門職の

役割を認識し、専門的知識・技術に裏付けされた判断によって、主体的に行動できる

人材を育成しています。将来にわたって保健医療福祉における課題に積極的に取り

組み、人々の健康生活の向上に寄与する人材を育成することを果たすべく、平成 26

年度カリキュラムを開始し、平成 28 年度で 3 年目を迎えました。また、短期大学部

看護学科が廃科され、短期大学部看護学科所属教員が学部専任となりました。 

平成 28 年度当初に、看護学部および看護学研究科の課題として取り上げたものは

以下のとおりです。 

 

1.看護学部 

 1)編入生定員増員 

 2)教育課程の編成・実施方針にかかる基本的な考え方の明文化  

 3)平成 30 年度カリキュラム作成 

 

2.看護学研究科 

 1)研究科の定員の検討 

 2)助産師養成人数の検討 

3)研究指導担当教員の資格基準の明文化  

4)教育課程の編成・実施方針にかかる基本的な考え方の明文化  

5)シラバスの書式統一、内容の検討 

 

 

  これらの課題は、各委員会等の活動により進めておりますが、まだ未達成の課題も

あります。大学全体の組織が大きく変化する中で、公立大学の使命として地域社会に

貢献する人材育成と研究の成果を積極的に地域還元し続けるために、自己点検・評価

に基づき更に質の高い教育・研究を提供できるように改善 を図ることに取り組んで

いきます。 

 学部・研究科報作成にあたってご協力いただいた教員の皆様に心から感謝申し上

げます。 

 

 

 

 

平成 29 年 6 月       静岡県立大学 

看護学部    金澤寛明 

看護学研究科   西川浩昭  
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II. 看護学部の歴史 

1） 歴史 

主な出来事 

昭和 62年  4 月  静岡県立大学開学、初代学長に内薗耕二が就任する。（県立三大学・

静岡薬科大学（昭和 28 年開学〕、静岡女子大学（昭和 42 年開

学）、静岡女子短期大学（昭和 26 年開学）を改組・統合し、総

合大学とする。〕 

平成 5 年  4 月  第 2 代学長に星猛が就任する。 

平成 9 年  4 月  看護学部看護学科が設置される。 

初代学部長に矢野正子が就任する。 

   10月  中森正純元教授が名誉教授になる。 

      12 月  第 2 回静岡健康・長寿学術フォーラムが開催される。（セッション

Ⅲ長寿社会に向けての看護学の展望：看護学部が運営） 

平成 11年  4 月  第 3 代学長に廣部雅昭が就任する。 

   11月  中田健次郎元教授が名誉教授になる。 

平成 13年  4 月  大学院看護学研究科（修士課程）が設置される。 

           初代研究科長に矢野正子が就任する。 

           第 2 代学部長に佐藤登美が就任する。 

平成 15年  4 月  第 3 代学部長に木村正人が就任する。 

           第 2 代研究科長に佐藤登美が就任する。 

           矢野正子前研究科長が名誉教授になる。 

      11 月  わかふじ大会（第 3 回全国障害者スポーツ大会）が静岡で開催され

る（第 58回国民体育大会ＮＥＷ！！わかふじ国体と同時開催〕。 

           （学部 2，4 年生全員がボランティア｢わかふじアミィ」として、1

年間の研修を経て参加） 

平成 17年  4 月  第 4 代学長に西垣克が就任する。 

           第 4 代学部長に小寺栄子が就任する。 

           健康支援センターが設置される（初代センター長に永井洋子教授）。 

平成 19年  4 月  静岡県公立大学法人が設置・経営する大学となる｡ 

初代理事長に鈴木雅近､学長に西垣克が就任する。 

第 5 代学部長及び第 3 代研究科長に木村正人が就任する。 

 10月  第 4 代研究科長に式守晴子が就任する。 

    永井洋子元教授が名誉教授になる。 

平成 21年  2 月  学長代行に木苗直秀が就任する。 

    3 月  第 5 代学長に木苗直秀が就任する。 

平成 22年  4 月  看護学研究科看護学専攻助産学専門分野が助産師学校となる。 

平成 23年  4 月  第 2 代理事長に竹内宏が就任する。 

第 6 代学部長に金澤寛明が就任する。 

第 5 代研究科長に中垣紀子が就任する。 

平成 24年  4 月  第 3 代理事長に本庶佑が就任する。 



- 6 - 

 

平成 25年  4 月  第 7 代学部長に式守晴子が就任する。 

           第 6 代研究科長に古川文子が就任する。 

平成 26年  4 月  看護学部入学定員を 12０人に増員する。 

平成 27年  3 月  小鹿キャンパスに新看護学部棟が完成する。 

平成 27年  4 月  第 6 代学長に鬼頭宏が就任する。 

           第 8 代学部長に金澤寛明が就任する。 

           第 7 代研究科長に西川浩昭が就任する。 

看護学部及び看護学研究科の主な教育拠点を小鹿キャンパスに

移転し、2 キャンパス制の運用を開始する。 

平成 28年  4 月  短期大学部看護学科教員に兼任辞令が交付される。 

平成 28年  10月  短期大学部看護学科が廃科され、短期大学部看護学科所属教員が看

護学部専任となる。 
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III. 看護学部・大学院看護研究科の教員構成 

1） 学部の教員構成 

表 3-1-1 H28 年度学部の教員構成 

 ※（H28 年 4 月 1 日現在） 

区   分 
担当教員  

教授 准教授 講師 助教 

学
部
基
礎
科
目 

医学系 

 

金澤寛明  

(解剖生理学) 

井上健一郎  

（呼吸器病学） 

 

高林ふみ代  

（食品衛生）  

濵井妙子  

(薬学、 

 国際保健学) 

三﨑健太郎  

（環境毒性

学） 

保健学系 

古賀  

西川浩昭  

(保健学) 

   

専
門
教
育
科
目 

基礎看護学  荒井孝子   管原清子  

松浦明美  

倉本直樹  

佐藤 唯  

成人看護学  
山田紋子  

青木和惠  

田中範佳  

鈴木琴江  

糸川紅子  

前野真由美  

飯塚真樹  

木元千奈美  

石切山千恵  

影山葉子  

老人看護学   
野村千文  

安田真美  
 

石川 真  

石垣範子  

精神看護学  篁 宗一  長澤利枝  河内俊二  近藤美保  

小児看護学     
鈴木和香子  

天野歌子  

母性看護・助産学  太田尚子  
谷口通英  

中川有加  

福島恭子  

永谷実穂  

山田貴代  

鈴木 恵  

高木 静  

公衆衛生看護学  深江久代  
今磯純子  

杉山真澄  
佐藤瑠美  

岩本真弓  

望月友美子  

安藤継子  

在宅看護学  冨安眞理   今福恵子   

国際保健･看護学 渡邊順子     
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2） 研究科の教員構成 

表 3-2-1 H28 年度研究科の教員構成 

※（H28 年 4 月 1 日現在） 

区   分 
担当教員  

教授 准教授  講師 

共
通
科
目 

看護学共通科目  

金澤寛明・西川浩昭  

井上健一郎・渡邊順子  

山田紋子・篁 宗一  

冨安眞理  

田中範佳・野村千文  

今磯純子  
濱井妙子  

他領域連携科目  

＜兼担＞  

森本達也・今井康之  

熊谷裕通・桑原厚和  

下位加代子・小林亨  

伊吹裕子  

(薬食生命科学総合学

府) 

犬塚協太  

（国際関係学研究科）  

＜兼担＞  

新井英一  

(薬食生命科学総合学

府 ) 

＜兼担＞  

（助教）佐久間理英  

(薬食生命科学総合学府 ) 

（助教）浦野充洋  

（経営情報イノベー

ション研究科）  

専
門
科
目 

保健・医療  

システム学  
ᵕ西川浩昭   

看護技術学  
ᵕ荒井孝子 

ᵕ渡邊順子 
  

看護管理学  ᵕ渡邊順子   

地域看護学   今磯純子   

成人・老人  

看護学  

ᵕ山田紋子 

ᵕ青木和惠 

野村千文  

田中範佳  

安田真美  

糸川紅子  

助産学  ᵕ太田尚子 
谷口通英  

中川有加  

福島恭子  

（助教）山田貴代  

（助教）高木 静  

（助教）鈴木 恵  

小児看護学    (助教)鈴木和香子  

精神看護学  ᵕ篁 宗一  河内俊二  

☆ 主指導教員 
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3） 年度途中着任の教員 

表 3-3-1 H28 年度途中着任教員 

※（H29 年 3 月 31 日現在） 

区分 職名 着任月日  氏名 

在宅看護学  助教 平成 28 年 9 月 1 日 酒井知子  

在宅看護学  助教 平成 28 年 9 月 1 日 田中悠美  

 

 

4） 平成 28 年度全学委員会一覧 

全学委員会名 

広報委員会 
RI 取り扱い管理委員会（放射線安全委

員会） 

留学生委員会 組み替え DNA 実験安全委員会 

産学連携推進委員会 動物実験センター運営委員会 

入学者選抜実施委員会 ハラスメント防止・対策委員会 

個別学力検査問題検討委員会 ハラスメント緊急対策委員会 

自己評価委員会 ハラスメント相談員 

共同利用施設運営委員会 はばたき寄金運営委員会 

キャリア支援センター委員会 発明委員会 

学生委員会 開学記念行事実行委員会 

教務委員会 施設有効利用に関する委員会 

教務管理部各部会組織 感染症管理対策委員会 

図書館情報委員会 感染症流行検討部会 

保健衛生委員会 看護学部入試改革委員会 

教職課程委員会 中期・年度計画推進委員会作業部会 

研究倫理委員会 FD 委員会 

公開講座委員会 情報センター運営委員会 

国際交流委員会 利益相反委員会 

環境安全委員会 男女共同参画委員会 
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5） 学部委員会担当表 

学部委員会 

学部学生委員会 学部教務委員会 

カリキュラム検討委員会 入試実施委員会 

FD 検討委員会 拡充検討委員会 

 

6） 学部・研究科合同委員会 

学部・研究科合同委員会 

予算委員会 実習委員会 

自己点検評価委員会 広報・企画委員会 

教育情報環境整備委員会 研究倫理審査委員会 

 

7） 研究科委員会 

研究科委員会 

教務カリキュラム委員会 研究科学生委員会 

研究科入学者選抜実施委員会  
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IV. 看護学部・看護学研究科の教育課程 

1） 学部 

(1) 学部の理念 

 人間尊重の理念に基づき、変動する社会の要請に応じて、看護専門職の役割を認識

し、専門的知識・技術に裏付けされた判断によって、主体的に行動できる人材を育成

する。また将来にわたって保健医療福祉における課題に積極的に取り組み、人々の健

康生活の向上に寄与する人材を育成する。  

 

(2) 教育目標 

1. 生命の尊厳を基盤とし、人間を身体的、心理的、社会的存在として総合的に理解

できる能力を養う。 

2. 根拠に基づいた系統的な知識を状況に応じて適用し、論理的かつ批判的に判断

する能力を養う。 

3. 看護実践に必要な専門的知識、技術及び姿勢を修得し、個人および集団の健康上

の課題を適切に解決する能力を養う。  

4. 対象者とその家族、地域住民と看護専門職としての関係を積極的に形成し、発展

させる能力を養う。 

5. 保健医療福祉チームの一員として、対象者とその家族、地域住民および他の専門

職と協働できる能力を養う。 

6. 看護専門職としての高い倫理観を持ち、時代・社会の変化に対応するために、常

に自己研鑽につとめ、看護専門職の担うべき役割を主体的に追究することがで

きる能力を養う。 

7. 国際的視野を持ち、国際社会の中で保健医療福祉分野の交流や協力ができる基

礎能力を養う。 
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(3) 学部カリキュラム 

 全学共通科目  科目名   全学共通科目  科目名  

第1

部
門
（
リ
テ
ラ
シ
ー
と
ス
タ
デ
ィ
・
ス
キ
ル
） 

 
 

 
 

 
 

ドイツ語入門  

第3

部
門
（
現
代
教
養
） 

日本の歴史と文化  

フランス語入門  くらしと化学 A          【英語による科目】  

スペイン語入門  くらしと化学 B          【英語による科目】  

中国語入門  基礎生命科学ⅠA         【英語による科目】  

日本語作文 A 基礎生命科学ⅠB         【英語による科目】  

日本語作文 B 基礎生命科学ⅡA         【英語による科目】  

情報検索実習  基礎生命科学ⅡB         【英語による科目】  

情報処理実習  現代日本文化入門 A        【英語による科目】  

ヒューマン・ケア  現代日本文化入門 B        【英語による科目】  

ライティング基礎  経営分析入門 A          【英語による科目】  

ライティング実践  経営分析入門 B          【英語による科目】  

ＴＯＥＦＬ留学英語Ⅰ  英語で学ぶ日本語学ⅠA      【英語による科目】  

ＴＯＥＦＬ留学英語Ⅱ  英語で学ぶ日本語学ⅠB      【英語による科目】  

ＴＯＥＩＣビジネス基礎英語  英語で学ぶ日本語学ⅡA      【英語による科目】  

ＴＯＥＩＣビジネス英語Ⅰ  英語で学ぶ日本語学ⅡB      【英語による科目】  

ＴＯＥＩＣビジネス英語Ⅱ  財務会計入門 A          【英語による科目】  

第2

部
門
（
概
論
） 

自然科学概論  財務会計入門 B          【英語による科目】  

化学入門  国際安全保障入門Ⅰ         【英語による科目】  

生物学入門  国際安全保障入門Ⅱ         【英語による科目】  

薬剤発達史入門  言語の学習・習得ⅠA       【英語による科目】  

物理学入門  言語の学習・習得ⅠB       【英語による科目】  

環境科学入門  言語の学習・習得ⅡA       【英語による科目】  

哲学入門  言語の学習・習得ⅡB       【英語による科目】  

社会思想史入門  Japanology            【英語による科目】  

歴史学入門  静岡の健康長寿を支える取り組みと人々  【しずおか学】  

宗教学入門  静岡の防災と医療            【しずおか学】  

社会学入門  静岡地域食材学 A           【しずおか学】  

国際関係学入門  静岡地域食材学 B           【しずおか学】  

文化人類学入門  バイオ  －  静岡から世界へ A     【しずおか学】  

公共政策入門  バイオ  －  静岡から世界へ B     【しずおか学】  

心理学入門  茶学入門                【しずおか学】  
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生涯発達心理入門  ムセイオン静岡  －  MUSEUMと文化 A  【しずおか学】  

生命倫理入門  ムセイオン静岡  －  MUSEUMと文化 B  【しずおか学】  

知的財産管理入門  ムセイオン静岡  －  世界の文化遺産 A 【しずおか学】  

 ムセイオン静岡  －  世界の文化遺産 B 【しずおか学】  

 ムセイオン静岡  －  舞台芸術 A    【しずおか学】  

 ムセイオン静岡  －  舞台芸術 B    【しずおか学】  

 地域産業の国際比較－静岡と世界 A   【しずおか学】  

  地域産業の国際比較－静岡と世界 B   【しずおか学】  

  静岡の市民活動             【しずおか学】  

 

総
合
科
目 

静岡市連携・留学生等基礎教育講座    【しずおか学】  

 地域づくりの理論            【しずおか学】  

 地域づくりの方法            【しずおか学】  

 地域づくりインターシップ        【しずおか学】  

 ふじのくに学 ( 富士山 )          【しずおか学】  

 ふじのくに学 ( お茶 )           【しずおか学】  

 総合科目Ⅰ ( キャリア形成概論Ⅰ )  

 総合科目Ⅱ ( キャリア形成概論Ⅱ )  

 男女共同参画社会とジェンダー  

 人権が支える社会  

 グローバル政治経済事情  

 ジャーナリズム論  
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授業科目一覧 

(H24 年度以降の入学生用） 

        

 

 

 

  

 

   

  

 

 

1  

  

1 2  

3 4  

  

2
1
 

8  

2  

3  

 

 

 

A  1    2 

A   2    2 

 
 

1 2  

3 4 
    2 

 

       

 

 

 

  

 

   

  

 
 

 1  1       

 2  1       

 

 1  1       

 1  1       

 1  1       

 1  1       

 2  1       

 2  1       

 

 1  1       

 1  2       

 1  1       

 1  1       

 1  1       

  1  1       
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 2  1       

 2  1       

 2  1       

 2  1       

 2  1       

 2  1       

 2  1       

  1  1       

 2  1       

 1  2       

 2    1    

 2   1 2     

 1    1     

 

 1  2       

 1  1       

  1  1       

 2  2       

 1  1       

   2  1     
 39

 

 1  1     
 4

 

  1  1       

 2  1       

 2  2      

 1    1   

  2  

  

  

 2    1   

 2    1   

 

 

 1  2       

 1  1       

 2  1       

( ) 1  1       
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( )    2  1       

( ) 2  1       

( )  2  1       

( )  2  1       

 2  2       

 2  1       

 
2  1       

 

 2  2       

 1  2       

 1  1       

 2  1       

 2  2       

 3  2       

  3  1       

 2  2       

  3  1       

  2  1       

 3  1       

  3  1       

 3  2       

  3  1       

    3  2       

  3  1       

 2  2       

 2  2       

 2  1       

  2  2       

 
3  2       

 4  1       

 
4  1       
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 3  2       

 3  1       

 4  1       

 

 1  1       

 1  1       

 2  2       

 2  1       

 3  2       

  3  2       

 3  2       

 4  2       

 3  2       

  3  2       

 3  2       

 3  2       

 4  2       

 3  2     

  

  

  

 4  1     

 4  1     

 

 

 

 2  1       

 3  1     83

   

 4  2     2

 

 4  1       

 4    1         

  4    1    

 4    1 2    

 4    1    

※ 卒業要件は 136単位を取得しなければならない。 
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授業科目一覧 

(H26 年度以降の入学生用） 

授
業
科
目
の
概
要 

授  業  科  目  の  名  称  

配  

当  

年  

次  

開

講

学

期  

単位数  

備   考  必

修  

選

択  

全
学
共
通
科
目 

第 1 部門（リテラシーと  ス

タディスキル）  

1･

2･

3･

4 

前
・
後 

 
各2

～1
 

10 単位以上選択  

第 2 部門（概論）  

第 3 部門（現代教養）  

総合科目  

学
部
基
礎
科
目 

運
動 

身体運動科学 AⅠ  

身体運動科学 AⅡ  

1 

2 

通  

通  

 

 

2 

2 

研

修  
海外英語研修  

1･

2･

3･

4 

  2 

教
育 

日本国憲法  

1･

2･

3･

4 

後   2 

教育学  2 前   2 

授
業
科
目
の
概
要 

授  業  科  目  の  名  称  

配  

当  

年  

次  

開

講

学

期  

単位数  

備   考  必

修  

選

択  

学
部
基
礎
科
目 

主
体
性
と
判

断
力
の
育
成 

基礎セミナー  

看護統合セミナーⅠ  

1 

2 

前  

通  

1 

1 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

基礎英語Ⅰ  1 前  1  

基礎英語Ⅱ  1 前  1  

基礎英語Ⅲ  1 後  1  

基礎英語Ⅳ  1 後  1  

英語コミュニケーショ

ンⅠ  
2 前  1  
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英語コミュニケーショ

ンⅡ  
2 後  1    

心
と
体
の
理
解 

人間関係論  1 前  1    

機能形態学Ⅰ  1 前  2    

機能形態学Ⅱ  1 後  1    

生物化学  1 前  1    

病理学  1 後  1    

微生物学  1 後  1    

臨床薬理学  2 前  1    

臨床栄養学  2 前  1    

病態学Ⅰ（内科）  2 前  1    

病態学Ⅱ（外科）  2 前  1    

病態学Ⅲ（小児）  2 後  1    

病態学Ⅳ（精神）  2 後  1    

病態学Ⅴ（母性）  2 後  1    

症候論  1 後  1    

臨床検査・画像診断  2 前  1    

基礎健康科学実習  1 後  2    

臨床心理学  2 後   1   

健康行動論  2 前   1 2 単位選択   

運動と健康の生理学  1 前   1   

社
会
と
健
康
の
理
解 

健康と社会  1 前  2    

現代社会論  1 前  1    

社会福祉論  1 後  1    

保健学  2 前  2    

国際保健  1 後  1    

保健福祉政策論  2 後  1   必修  

39 単位  

統計と情報処理  1 前  1   選択  4

単位  

保健医療統計学  1 後  1    

実践保健医療統計学  2 前  1    

疫学  2 後  2    

健康環境論  1 前   1 
  

医療・看護経済学  2 後   1 2 単位選択   

国際看護論  2 後   1   



- 20 - 

 

授
業
科
目
の
概
要 

授  業  科  目  の  名  称  

配  

当

年  

次  

開

講

学

期  

単位数  

備   考  必

修  

選

択  

専
門
教
育
科
目 

看
護
の
基
盤 

看護学概論  1 前  2     

看護理論  1 後  1     

看護過程  2 前  1     

看護と安全  2 前  1     

対象の理解Ⅰ     

( 成人看護学)  
1 後  1     

対象の理解Ⅱ     

( 老年看護学)  
2 前  1     

対象の理解Ⅲ     

( 母性看護学)  
2 前  1     

対象の理解Ⅳ     

( 精神看護学)  
2 後  1     

対象の理解Ⅴ     

( 小児看護学)  
2 後  1     

地域家族支援論  2 後  2     

看護と倫理  2 後  1     

ヘルスプロモーショ

ン・健康教育論  
2 後  1     

看
護
実
践Ⅰ

 
ヘルスアセスメント技

術  
2 前  2     

基礎看護技術Ⅰ  1 前  2     

基礎看護技術Ⅱ  1 後  1     

基礎看護技術Ⅲ  2 後  1     

成人看護学Ⅰ  2 後  2     

成人看護学Ⅱ  3 前  2     

成人看護学演習  3 前  1     

老年看護学  2 後  2     

老年看護学演習  3 前  1     

母性看護学Ⅰ  2 後  1     

母性看護学Ⅱ  3 前  1     

母性看護学演習  3 前  1     

精神看護学  3 前  2     

精神看護学演習  3 前  1     

小児看護学  3 前  2     
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小児看護学演習  3 前  1     

公衆衛生看護学概論  2 前  2    

地区活動論  2 後  1    

公衆衛生看護活動論Ⅰ  3 前  2    

公衆衛生看護活動論Ⅱ  3 前  2    

公衆衛生看護管理論  4 前   1 
※保健師国家試験受

験資格要件  
 

公衆衛生看護学演習  4 前   1 
※保健師国家試験受

験資格要件  
 

国際保健・看護演習  4 前   1 2 単位選択   

在宅看護学  3 前  2    

在宅看護学演習  3 前  1    

ターミナルケア  4 前  1    

看
護
実
践Ⅱ

 

ケア場面実習  1 前  1    

看護アセスメント実習  2 後  2    

老年看護学実習Ⅰ  2 後  1    

老年看護学実習Ⅱ  3 後  2    

成人看護学実習Ⅰ  3 後  2    

成人看護学実習Ⅱ  3 後  2    

成人看護学実習Ⅲ  4 前  2    

母性看護学実習  3 後  2    

小児看護学実習  3 後  2    

精神看護学実習  3 後  2    

公衆衛生基礎実習  1 前  1    

公衆衛生看護学実習Ⅰ  3 後  2    

公衆衛生看護学実習Ⅱ  4 前   2 
※保健師国家試験受

験資格要件  
 

国際保健・看護実習  4 後   2 2 単位選択   

在宅看護学実習  3 後  2    

発展看護実習Ⅰ  4 通  1    

発展看護実習Ⅱ  4 通  1    

授
業
科
目
の
概
要 

授  業  科  目  の  名  称  

配  

当

年  

次  

開

講

学

期  

単位数  

備   考  

必

修  

選

択  
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専
門
教
育
科
目 

看
護
の
役
割
と
発
展 

災害看護  2 前  1    

看護研究  3 前  1   必修  

77 単位  

卒業研究  4 通  2   選択  3

単位  

看護統合セミナーⅡ  

災害看護  
4 通   1 

 

 
 

看護統合セミナーⅡ  

総合看護  
4 通   1 

1 単位選択   

看護統合セミナーⅡ  

チーム医療  
4 通   1   

看護管理論  4 後   1   

看護教育論  4 後   1 2 単位選択   

看護政策論  4 後   1   

最新看護の動向  4 通   1   

 

※ 卒業に必要な最低修得単位数は 133 単位である。卒業認定に必要な単位を修得す

ることで、「看護師」の国家試験受験資格を得られる。  

※ さらに「保健師国家試験受験資格要件」の指定された 4 単位 

（①「公衆衛生看護管理論（1 単位）」、「公衆衛生看護学演習（1 単位）」及び「公衆

衛生看護学実習Ⅱ（2 単位）」、 

 又は 

 ②公衆衛生看護管理論（1 単位）」、「国際保健・看護演習（1 単位）」及び「国際保

健・看護実習（2 単位）」 のいずれかの組み合わせ） 

を修得することで、「保健師」の国家試験受験資格を得られる。  

 

【海外英語研修の履修・認定方法】 

（1） 本学部が認定した 3 週間あるいは 4 週間のコースを修了した学生に 2 単位を

認定する。本学部授業期間中の履修については原則として単位は認定しない。 

（2） 成績は本学で認定する。 

（3） 学生は、所定の期日までに事務局学生室へ以下の書類を添えて単位認定を申

請する。 

(ア) 「海外英語研修単位認定申請書」 

(イ)  認定されたコースの修了書オリジナルとそのコピー  

(ウ)  担当教員より Syudent Report 等の成績証明書が渡されている場合に

は、オリジナルとそのコピー 

 ※ ただし本学入学以前に終了したものについては認められない。  

   また、修了証明書の提示がない場合は、単位を認定できない。  
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8） 研究科 

(1) 研究科の理念 

本研究科は人間尊重の理念に基づき、専門的知識と実践能力を活用して、教育・

実践・研究活動を担う人材を育成する。生命関連領域の諸科学と連携し、保健・

医療・福祉の場において看護科学の探求者として、また看護職のリーダーとして

人々の健康の増進に寄与することを目的とする。  

(2) ディプロマ・ポリシー 

1 豊かな人間性と見識をもった看護専門職としての活動が期待できる  

2 生命諸科学と連携し、看護科学の高度な専門知識や技術による活躍が期待できる  

3 研究や人材開発能力を修得し、看護科学の発展への寄与が期待できる  

4 国際保健の分野を含め、広く社会のニーズへの的確な対応が期待できる  

(3) カリキュラム・ポリシー 

 看護学の実践・教育・研究の土台となる理論、技法、および看護専攻領域の専門知

識を身につけ、看護の特定の領域における科学的な知識や実践能力、研究的な思考能

力を醸成する。 
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9） 研究科カリキュラム 

H28 年度 授業科目及び担当教員一覧 

 

領  域  科  目  名  
単位

数  

時間

数  
担  当  教  員  

共 

通 

科 
目 

看
護
学
共
通
科
目 

研究法Ⅰ  2 30 
教授  井上健一郎、准教授  今磯純子、  

准教授  野村千文  

研究法Ⅱ  2 30 
教授  西川浩昭、教授  山田紋子、  

講師  濱井妙子  

看護理論  2 30 教授  渡邉順子  

看護倫理  2 30 非常勤講師  小西恵美子  

看護と医事法  2 30 教授  青木和惠  

看護教育論  2 30 教授  渡邉順子  

看護政策論  2 30 

非常勤講師  小山秀夫、  

非常勤講師  小池智子、  

准教授  東野定律（経営情報学部）   

コンサルテーション論  2 30 教授  篁宗一、非常勤講師  本山清美  

家族看護論  2 30 教授  冨安真理、非常勤講師  高見紀子  

在宅看護論  2 30 教授  冨安真理  

感染看護論  2 30 

教授  青木和惠、  

助教（兼担）内藤博敬（食品栄養環境科

学）  

看護情報学特論  2 30 
非常勤講師  鈴木直義、非常勤講師  菅

田勝也  

病態生理学  2 30 教授  井上健一郎  

生体構造機能論  2 30 教授  金澤寛明  

社会人間行動論  2 30 非常勤講師  西田公昭  

国際保健医療論  2 30 
非常勤講師  松田正己、非常勤講師  神

馬征峰  

英文科学論文講読  2 30 准教授  田中範佳  

母子相互作用支援論  2 30 非常勤講師  鈴木香代子  

他
領
域
連
携
科
目 

病態薬学特論  2 30 
教授（兼担）森本達也（薬食生命科学総

合学府）  

微生物学特論  2 30 
教授（兼担）今井康之（薬食生命科学総

合学府）  

臨床栄養学特論  2 30 

教授（兼担）熊谷裕通、准教授  新井英

一、  

助教  佐久間理英（薬食生命科学総合学

府）  
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領  域  科  目  名  
単位

数  

時間

数  
担  当  教  員  

環境影響特論  2 30 

教授（兼担）桑原厚和、教授  下位香代

子、教授  小林亨、教授  伊吹裕子（薬

食生命科学総合学府）  

現代社会研究Ⅰ  2 30 
教授（兼担）犬塚協太（国際関係学研究

科）  

経営組織論特論  2 30 
助教（兼担）浦野充洋（経営情報イノベ

ーション研究科）  

専  

門  

科  

目  

保
健
・
医
療
シ
ス

テ
ム
学 

保健・医療システム学特論  2 30 教授  西川浩昭  

保健・医療システム学演習  2 30 教授  西川浩昭  

保健・医療システム学応用実習  2 60 教授  西川浩昭  

保健・医療システム学特別研究  8 120 教授  西川浩昭  

看
護
技
術 

看
護
技
術
学 

看
護
技
術
学 

看護技術学特論  Ⅰ  2 30 教授  渡邉順子  

看護技術学特論  Ⅱ  2 30 教授  荒井孝子  

看護技術学特論  Ⅲ  2 30   

看護技術学演習  Ⅰ  2 30 教授  渡邉順子  

看護技術学演習  Ⅱ  2 30 教授  荒井孝子  

看護技術学演習  Ⅲ  2 30   

看護技術学応用実習  Ⅰ  2 60 教授  渡邉順子  

看護技術学応用実習  Ⅱ  2 60 教授  荒井孝子  

看護技術学応用実習  Ⅲ  2 60   

看護技術学特別研究  8 120 教授  荒井孝子、教授  渡邉順子  

看護技術学特論  Ⅰ  2 30 教授  渡邉順子  

看護技術学特論  Ⅱ  2 30 教授  荒井孝子  

看

護

管

理

学  

看護管理学特論  2 30 教授  渡邉順子、非常勤講師   

看護管理学演習  2 30 教授  渡邉順子、非常勤講師   

看護管理学応用実習  2 60 教授  渡邉順子、非常勤講師  

看護管理学特別研究  8 120 教授  渡邉順子  

地
域
看
護
学 

地域看護学特論  2 30 准教授  今磯純子  

地域看護学演習  2 30 准教授  今磯純子  

地域看護学応用実習  2 60 准教授  今磯純子  

地域看護学特別研究  8 120   

成
人
・
老
人
看
護
学 

成人・老人看護学特論  Ⅰ  2 30 教授  青木和惠、講師  糸川紅子  

成人・老人看護学特論  Ⅱ  2 30 教授  山田紋子、准教授  田中範佳  

成人・老人看護学特論  Ⅲ  2 30 教授  青木和惠、講師  糸川紅子  

成人・老人看護学演習  Ⅰ  2 30 
教授  青木和惠、准教授  野村千文、  

准教授  安田真美、講師  糸川紅子  
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領  域  科  目  名  
単位

数  

時間

数  
担  当  教  員  

成人・老人看護学演習  Ⅱ  2 30 教授  山田紋子、准教授  田中範佳  

成人・老人看護学演習  Ⅲ  2 30 教授  青木和惠、講師  糸川紅子  

成人・老人看護学応用実習  Ⅰ  2 60 
教授  青木和惠、准教授  野村千文、  

准教授  安田真美、講師  糸川紅子  

成人・老人看護学応用実習  Ⅱ  2 60 教授  山田紋子、准教授  田中範佳  

成人・老人看護学応用実習  Ⅲ  2 60 教授  青木和惠、講師  糸川紅子  

成人・老人看護学特別研究  Ⅰ  8 120 教授  青木和惠  

成人・老人看護学特別研究  Ⅱ  8 120 教授  山田紋子  

成人・老人看護学特別研究  Ⅲ  8 120 教授  青木和惠  

助

産

学  

助産学特論Ａ - Ⅰ  2 30 
教授  太田尚子、准教授  中川有加、  

准教授  谷口通英      

助産学特論Ａ - Ⅱ  2 30 

准教授  中川有加、教授  太田尚子、   

助教  鈴木恵、准教授  谷口通英、  

講師（兼担）円谷由子（食品栄養科学

部）  

助産学特論Ａ - Ⅲ  2 30 

非常勤講師  形井秀一、  

非常勤講師  林真一郎、  

非常勤講師  村上志緒  

助産学演習Ａ - Ⅰ  2 30 
教授  太田尚子、准教授  中川有加、  

准教授  谷口通英  

助産学演習Ａ - Ⅱ  3 45 

准教授  中川有加、教授  太田尚子、  

助教  鈴木恵、准教授  谷口通英、  

講師  福島恭子、助教  山田貴代、  

助教  高木静  

 

助産学応用実習Ａ  2 60 

教授  太田尚子、准教授  中川有加、   

助教  鈴木恵、准教授  谷口通英、    

講師  福島恭子、助教  山田貴代、  

助教  高木静  

助産学特論Ｂ - Ⅰ  2 30 

教授  太田尚子、准教授  中川有加、  

講師  福島恭子、非常勤講師  草野恵

子、  

非常勤講師  岡本美和子、  

非常勤講師  堀内成子、         

非常勤講師  小黒道子  

助産学特論Ｂ - Ⅱ  2 30 

非常勤講師  金山尚裕、         

非常勤講師  村越毅、  

非常勤講師  住本和博、  

非常勤講師  成瀬寛夫、  



- 27 - 

 

領  域  科  目  名  
単位

数  

時間

数  
担  当  教  員  

非常勤講師  大橋涼太   

助産学演習Ｂ - Ⅰ  2 60 

准教授  中川有加、教授  太田尚子、   

助教  鈴木恵、准教授  谷口通英、  

講師  福島恭子、助教  山田貴代  

助教  高木静、非常勤講師  前田津紀

夫、  

非常勤講師  田村圭浩、  

非常勤講師  長岡由紀子、  

非常勤講師  辻  恵子  

非常勤講師  河端恵美子、  

非常勤講師  勝又里織、  

非常勤講師  小野美智代、  

非常勤講師  藤田景子  

助産学演習Ｂ - Ⅱ  2 60 

准教授  中川有加、           

非常勤講師  杉浦崇浩、  

教授  太田尚子、講師  福島恭子、    

助教  鈴木恵  

助産学演習Ｂ - Ⅲ  3 90 

教授  太田尚子、准教授  中川有加、  

助教  鈴木恵、准教授  谷口通英、    

講師  福島恭子、助教  山田貴代、  

助教  高木静  

助産学演習Ｂ - Ⅳ  3 90 

准教授  中川有加、教授  太田尚子、  

助教  鈴木恵、准教授  谷口通英、    

講師  福島恭子、助教  山田貴代、  

助教  高木静、非常勤講師  中根直子  

助産学演習Ｂ - Ⅴ  3 90 

教授  太田尚子、准教授  中川有加、  

助教  鈴木恵、准教授  谷口通英、    

講師  福島恭子、助教  山田貴代、  

助教  高木静  

助産学応用実習Ｂ - Ⅰ  9 405 

教授  太田尚子、准教授  中川有加    

助教  鈴木恵、准教授  谷口通英、    

講師  福島恭子、助教  山田貴代、    

助教  高木静  

助産学応用実習Ｂ - Ⅱ  2 90 

教授  太田尚子、准教授  中川有加、  

助教  鈴木恵、准教授  谷口通英、    

講師  福島恭子、助教  山田貴代、    

助教  高木静  

助産学特別研究  8 120 教授  太田尚子  

小

児

小児看護学特論  2 30  

小児看護学実践特論Ⅰ  2 30  
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領  域  科  目  名  
単位

数  

時間

数  
担  当  教  員  

看

護

学  

小児看護学実践特論Ⅱ  2 30  

小児看護学演習  Ⅰ  2 30  

小児看護学演習  Ⅱ  2 30  

小児看護学演習  Ⅲ  2 30  

小児看護学応用実習  Ⅰ  2 60  

小児看護学応用実習  Ⅱ  2 60  

小児看護学応用実習  Ⅲ  2 60  

小児看護学特別研究  8 120  

精
神
看
護
学 

精神看護学特論  Ⅰ  2 30 教授  篁宗一  

精神看護学特論  Ⅱ  2 30 教授  篁宗一  

精神看護学特論  Ⅲ  2 30 教授  篁宗一  

精神看護学演習  Ⅰ  2 30 教授  篁宗一、講師  河内俊二  

精神看護学演習  Ⅱ  2 30 教授  篁宗一、講師  河内俊二  

精神看護学演習  Ⅲ  2 30 教授  篁宗一、講師  河内俊二  
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10） 臨地実習表 

(1) ケア場面実習 

平成 28 年 9 月 5 日～9 月 16 日 

1 クール  2 クール  

 

病院  G 

学

生

数  

病棟（教員）  

 

病院  G 

学

生

数  

病棟（教員）  

静岡県立

総合病院  

 

1 5 名  4A（倉本直樹）    

静岡県立

総合病院  

 

11 6 名  4A（倉本直樹）      

2 6 名  4G（佐藤唯）     12 6 名  4G（佐藤唯）           

3 5 名  5G（管原清子）     13 6 名  5G（管原清子）   

4 6 名  6A （管原清子）                     14 6 名  6A（管原清子）  

静岡済生

会総合病

院      

5 6 名  S5（荒井孝子）  

静岡赤十

字病院    

15 6 名  2－7（荒井孝子）  

6 6 名  S8（荒井孝子）  16 5 名  3－7（荒井孝子）  

静岡てん

かん・神

経医療セ

ンター                       

7 6 名  B1（松浦明美）  

静岡てん

かん・神

経医療セ

ンター  

17 6 名  B1（松浦明美）  

8 4 名  B2（渡邉順子）  18 6 名  B2（渡邉順子）  

9 6 名  C1（松浦明美）  19 6 名  C1（松浦明美）  

10 6 名  C2（渡邉順子）  20 6 名  C2（渡邉順子）  

学生数：115 名                実習総責任者（統括）：荒井孝子  管原清子      
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(2) アセスメント実習 

平成 28 年 2 月 13 日～3 月 10 日 

1 クール  2 クール  

 

病院  Ｇ  

学

生

数  

病棟（教員）  

 

病院  Ｇ  

学

生

数  

病棟（教員）  

静岡赤十字

病院  

    

1 6 名  3-3（管原清子）                       

静岡赤十

字病院  

   

11 5 名  2-5（管原清子）  

2 6 名  3-4（倉本直樹）  12 5 名  2-7（管原清子）  

3 6 名  
3-7（非常勤・管原清

子）             
13 5 名  3-4（倉本直樹）  

静岡県立総

合病院   

4 6 名  4A（荒井孝子）  14 5 名  3-5（渡邉順子）  

5 6 名  4B（荒井孝子）                      15 5 名  3-6（渡邉順子）  

6 6 名  4G（松浦明美）     16 6 名  
3-7（非常勤・管原清

子）  

7 6 名  5A（松浦明美）     

静岡県立

総合病院  

 

17 6 名  4D（荒井孝子）  

8 6 名  6D（佐藤唯）            18 6 名  5B（荒井孝子）   

静岡済生会

総合病院  

9 6 名  S5（渡邉順子）  19 6 名  5G（松浦明美）  

10 6 名  S8（渡邉順子）  20 5 名  6A（松浦明美）  

 

   21 6 名  6C（佐藤唯）   

総学生数  121 名                *実習総責任者（統括）  荒井孝子（敬称略）  
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(3) 公衆衛生基礎実習実習 

平成 28 年 8 月 4 日 

実習施設名 G 学生数 担当教員 

静岡市上下水道局水道施設課    

門屋浄水場・中島浄化センター      

1 6 

杉山真澄 

佐藤瑠美 

望月友美子 

2 6 

3 6 

4 6 

5 6 

6 6 

7 6 

8 6 

9 6 

10 6 

11 5 

静岡市沼上資源 循環センター 

12 6 

今磯純子        

岩本真弓       

安藤継子 

  

13 6 

14 6 

15 6 

16 6 

17 6 

18 6 

19 6 

20 6 

21 6 

22 5 

学生数：130 名                 総責任者：深江久代 
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(4) 老年看護学実習Ⅰ  

平成 29 年 2 月 13 日～3 月 10 日 

実習期間  
2 月 13 日 

〜2 月 17 日 

2 月 20 日 

〜2 月 24 日 

2 月 27 日 

〜3 月 3 日 

3 月 6 日 

～3 月 10 日 

施設 担当教員  G 学生数  G 学生数  G 学生数  G 学生数  

介護老人保健

施設 

こみに  

野村千文   

4 7 名 10 7 名 

 

5 7 名 11 7 名 

介護老人保健

施設 

 ケアセンタ

ー瀬名  

石川真   

6 7 名 12 7 名 

 

7 7 名 13 7 名 

介護老人保健

施設 

星のしずく  

石垣範子

非常勤  

1 5 名 

8 8 名  

16 6 名 

2 5 名 17 6 名 

介護老人保健

施設 

ケアセンター

池田の街  

石川真  

石垣範子  
3 6 名  14 6 名 18 6 名 

介護老人保健

施設 

エスコート 

タウン静清  

非常勤  

安田真美  
 9 8 名 15 8 名  

学生数：120 名                
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(5) 3 年次後期臨地実習配置表 
総学生数 125 名 

 

5 12 19 26 3 10 17 24 31 7 14 21 28 5 12 19 26 2 9 16 23 30 6 13 20 27

₩ ₩ ₩ ₩ ₩ ₩ ₩ ₩ ₩ ₩ ₩ ₩ ₩ ₩ ₩ ₩ ₩ ₩ ₩ ₩ ₩ ₩ ₩ ₩ ₩ ₩

9 16 23 30 7 14 21 28 4 11 18 25 2 9 16 23 30 6 13 20 27 3 10 17 24 3

6

5

5

5

6

5

6

6

6

6
S3

10
4A 3-9

3D

9
6-1 3-6

8
S6

3D

7
3-6

6
2-6

3A
5

2-5

4

6-1

3
3-7

2

1

G
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注  1.在宅看護学実習：実習の一部は、平成 28 年  9 月 20 日午後  ･9 月 23 日午前 ( 2G ･11G ･

12G ･13G ･16G ･20G）、11 月 8 日 (5G ･6G ･8G ･14G ･17G ･18G ･19G)、  1 月 5 日

（1G ･3G ･4G ･7G ･9G ･10G ･15G）に実施する。      

          

          

   

5 12 19 26 3 10 17 24 31 7 14 21 28 5 12 19 26 2 9 16 23 30 6 13 20 27

₩ ₩ ₩ ₩ ₩ ₩ ₩ ₩ ₩ ₩ ₩ ₩ ₩ ₩ ₩ ₩ ₩ ₩ ₩ ₩ ₩ ₩ ₩ ₩ ₩ ₩

9 16 23 30 7 14 21 28 4 11 18 25 2 9 16 23 30 6 13 20 27 3 10 17 24 3

6

6

6

6

6

6

6

6

6

5

5

5

6-1

4A

20

19

18

17
4A

3D
16

15
S9 4A

4D

S7

14
6-1

S9

13

12
3A

11
3D S3

G
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(6) 成人看護学実習Ⅲ 

 平成 28 年 6 月 20 日～7 月 15 日 

施設 日程 G 人数 病棟 教員 

静岡赤十字  

病院 

6/20〜6/24 

1 4 名 2-5 木元千奈美  

2 6 名 3-5 
飯塚真樹  

非常勤  

3 6 名 2-6 
山田紋子   

前野真由美  

6/27〜7/1 

4 6 名 3-5 
飯塚真樹  

非常勤  

5 6 名 2-6 
前野真由美  

（山田紋子）  

7/4〜7/8 

6 6 名 3-7 
木元千奈美   

影山葉子  

7 6 名 3-9 
糸川紅子   

石切山千恵  

7/11〜7/15 

8 6 名 3-7 
影山葉子   

（木元千奈美）  

9 6 名 3-9 
糸川紅子   

石切山千恵   

 

施設 日程 G 人数 担当教員  

シミュレー  

ション  

6/20〜6/24 

4 6 名 

田中範佳   

鈴木琴江  

5 6 名 

6/27〜7/1 

1 4 名 

2 6 名 

3 6 名 

7/4〜7/8 

8 6 名 

9 6 名 

7/11〜7/15 

6 6 名 

7 6 名 

学生数 52 名    実習責任者 ：山田 紋子・ラウンド：山田  紋子・青木和惠 



- 36 - 

 

(7) 公衆衛生看護学実習Ⅱ 

   施設  

学

生

数  

実習期間（10 日間）  

5/23～6/3 6/6～6/17 6/20～7/1 7/4～7/15 

富
士
保
健
福
祉 

セ
ン
タ
ー 

富士市保健センター  
5

人 
安藤継子        

富士宮市保健センター  
4

人 
岩本真弓        

中
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー 

焼津市保健センター  
9

人 
望月友美子    安藤継子   

島田市保健福祉センター  
5

人 
佐藤瑠美        

吉田町保健センター  
5

人 
  望月友美子     

牧之原市保健センター  
5

人 
      岩本真弓  

静
岡
市
保
健
所 

北部保健福祉センター  
5

人 
     安藤継子  

東部保健福祉センター  
5

人 
   岩本真弓    

南部保健福祉センター  
5

人 
  

杉山真澄  

非常勤  

  

長田保健福祉センター  
5

人 
     望月友美子   

清水保健福祉センター  
5

人 
  佐藤瑠美      

蒲原保健福祉センター  
4

人 
   佐藤瑠美    

学生数 62 名                      総責任者：深江久代 
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(8) 大学院修士課程助産学分野 助産学実習 

 
 

  
 

 

A-  

 

 

1 
6/21 7/30      

(2 / ) 

 1  

 1 
 

 

 1  

B-  

 
1 9/26 10/7  

 1  

 1 
 

 

 1  

 

B-  
1 10/11 12/9  

 1  

 1 
 

 

 1  

B-  

 
1 1/30 2/3  

 1 
 

 

 2 
 

 

 

B-  
1 

4/14,8/17,8/24, 

9/5 9/16 
 1  

4/14,9/3,9/5

9/8,9/12 16 
 1  

4/14,9/5 ～9/16  
1  

 

A 
2 

5/21 7/14  1  

5/9  7/5   1  

5/11 7/15  2  

実習総責任者 太田尚子  
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11） 学生の研究 

(1) 学部の指導体制と研究テーマ 

 今年度より教員の学生担当数は、基礎医学・保健学領域は教員ごと、看護学領域

は領域ごとに設定し、教員および学生の卒業研究調整委員ができるだけ希望に添う

ように調整した。看護学領域の教員ごとの担当学生は領域内で調整した。指導教員

の指導の下に学生は、約 1 年かけて研究テーマを追求し論文としてまとめた。結

果、表 4－2－1 にあげた卒業研究が提出された。その研究要旨は、「H28 年度卒業

生研究要旨集」として発刊し、臨地実習施設ならびに臨地実習機関等に配布した。  

 

表 4-2-1 H28 年度看護学部卒業研究題目一覧 

 

学籍番号  氏名 卒業研究題目 指導教員 

1315001 青山 佳代 
正常者の大脳白質における”白質変化”に関

する研究－既往歴に着目して－ 
荒井 孝子 

1315002 安藤 陽子 
施設での看取りに関する文献検討～高齢者

本人、家族、医療従事者に焦点をあてて～  
野村 千文 

1315004 市川 唯衣 
がん性疼痛の軽減に対する音楽的介入の有

効性の検討 
田中 範佳 

1315005 植野 亜里紗 
造血幹細胞移植を受ける患者への看護師が

行う意思決定支援 
青木 和惠 

1315006 植野 美咲 
精神疾患患者に対する WRAP（元気回復行

動プラン）の効果についての文献検討 
篁 宗一 

1315007 海野 夢奈 
正常者の大脳白質における“白質変化”に関

する研究－血圧に着目して－ 
荒井 孝子 

1315008 大竹 里沙 
PAH の 気 道 曝露 影 響に 関す る  in vitro 

研究 
井上 健一郎 

1315009 大塚 千帆 

認知症高齢者に対するコミュニケーション

のあり方に関する文 献検討～ BPSD の緩

和・改善を切り口として～ 

野村 千文 

1315010 大沼 芽生 
在宅における医療的ケアを要する重症心身

障害児をもつ母親の苦痛に関する文献検討  
今磯 純子 

1315011 岡本 梨沙 
看護師による多剤併用高齢者の服薬管理へ

の効果的な介入方法に関する考察 
高林 ふみ代 

1315012 奥田 早帆 

出生前診断において胎児異常を診断され、

妊娠を継続した妊産婦の体験と看護者の援

助のあり方 

太田 尚子 
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学籍番号  氏名 卒業研究題目 指導教員 

1315013 小倉 莉菜 
母乳育児を確立・継続するための支援につ

いて 
福島 恭子 

1315014 河上 由紀恵 
時間授乳から自律授乳に変えたことによる

母子への影響 
中川 有加 

1315015 川口 亜弓 
手術を受けた患者の術後疼痛緩和強化策に

ついてマッサージに焦点を当てて 
鈴木 琴江 

1315016 木下 実里 
ウコン摂取によって肝障害を生じた健康食

品利用者の特徴 
高林 ふみ代 

1315017 金原 汐里 
アロマテラピーによる産後のケアに関する

文献検討 
太田 尚子 

1315018 久保田 愛梨 
在宅がん療養者の痛みのセルフケアに対す

る訪問看護支援 
冨安 眞理 

1315019 久保田 晴蘭 出生前診断における倫理的問題点 金澤 寛明 

1315020 小寺 宏佳 
外科的処置前の不安に対する音楽的介入の

効果に関する文献検討 
田中 範佳 

1315021 澤崎 あずさ 
ALS 患者の家族の介護負担の実態と看護職

の支援のあり方についての文献検討 
深江 久代 

1315022 澤田 幹太 
甘味溶液および酸味溶液の摂取が作業に与

える影響の検討 
金澤 寛明 

1315023 篠原 恵保 
精神疾患患者の身体合併症治療を阻害する

要因に関する事例検討 
河内 俊二 

1315024 鈴木 綾 
未受診妊婦の実態に関する文献検討と今後

の課題 
永谷 実穂 

1315025 鈴木 淳 

精神疾患患者に対する音楽療法におけるコ

ミュニケーション能力向上の有効性とケア

への応用についての検討 

篁 宗一 

1315026 鈴木 智子 
『自分らしさ』の概念分析～がん患者への

看護に焦点を当てて～ 

糸川 紅子 

前野 真由美 

1315027 鈴木 陽香 

国内の看護文献にみる慢性心不全患者の自

己管理に対する急性期から退院時までの有

効な看護支援 

山田 紋子 

1315028 高橋 沙英 
事業所において禁煙への意識と関心度の実

態と関連要因に関する文献検討 
今磯 純子 

1315029 高柳 奈津 
認知症高齢者の退院困難軽減のための支援

の検討 
安田 真美 
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学籍番号  氏名 卒業研究題目 指導教員 

1315030 塚本 紫乃 
パーキンソン病患者の在宅における服薬状

況と看護師の役割についての文献検討 
深江 久代 

1315031 土屋 安那 PAH 類曝露による肺胞上皮細胞の活性化  井上 健一郎 

1315032 土屋 成加 
労働者のメンタルヘルスと産業看護職に求

められる活動 
西川 浩昭 

1315033 永野 千咲 
術後早期離床を促す方法とは－チューイン

ガム咀嚼に焦点を当てて－ 
鈴木 琴江 

1315034 中村 夏実 
行動制限を巡る精神科看護師の心理につい

て 
河内 俊二 

1315035 中村 璃奈 
うつ病患者の性格特性と各特性に応じた予

防方法についての文献検討 
長澤 利枝 

1315036 野川 優美香 
病院看護師を対象とした災害時の行動シミ

ュレーションに関する調査 
濱井 妙子 

1315037 野村 那奈 

静岡県立大学における学生の感染症に関す

る調査と針刺し事故予防のための講習会の

意義 

古賀 震 

1315038 長谷川 梓 
肺胞上皮細胞への PAH 類の曝露影響とア

レルギー 
井上 健一郎 

1315039 平田 賀南 
地域の男性高齢者の閉じこもりの要因と支

援について 
杉山 眞澄 

1315041 平松 桃子 
精神障害者のコミュニケーションを阻害す

る要因 
長澤 利枝 

1315042 古橋 采佳 
バースプランおよびバースレビューと出産

満足度の関連について 
福島 恭子 

1315043 間片 美南 

「触れる」ケアが在宅認知症高齢者に与え

る日常生活行動の変化－訪問看護師による

ユマニチュードの技法を活用して－ 

冨安 眞理 

1315044 増田 早紀 
ストーマ外来におけるケアの現状と課題に

関する検討 
青木 和惠 

1315045 増田 美柚 
出産に対する自己評価が産後の母親の対児

感情に与える影響 
太田 尚子 

1315046 真野 明日美 

胃瘻管理を必要とする重症心身障害児をも

つ母親の生活上の課題－特別支援学校就学

前に焦点を当てて－ 

今福 恵子 

1315047 三浦 聖加 
統合失調症に関する社会的スティグマとセ

ルフスティグマ 
杉山 眞澄 
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学籍番号  氏名 卒業研究題目 指導教員 

1315048 三田 真理恵 
認知症高齢者の家族の介護負担感軽減に向

けた支援－BPSD に着目して－ 
安田 真美 

1315049 三田 優美子 
国内文献にみる終末期がん患者に対する食

事支援 
山田 紋子 

1315050 村中 綾乃 
入院中の精神疾患患者が退院に向けて抱く

思い 
杉山 眞澄 

1315052 八木 夏音 

高齢者の生きがいの関連要因と求められる

支援に関する文献検討～今後の支援のあり

方に着目して～ 

野村 千文 

1315053 安村 美波 
扁平乳頭・陥没乳頭の母親に対する直接授

乳に向けた医療者の支援について 
中川 有加 

1315055 山下 涼夏 

医療的ケアを必要とする児のレスパイトケ

ア利用の要因の検討－訪問看護活動に焦点

を当てて－ 

冨安 眞理 

1315056 山田 希美 
片麻痺を持つ脳卒中患者の心理的な変化～

健康レベルに焦点を当てて～ 

糸川 紅子    

前野 真由美 

1515121 岡山 果奈 
災害派遣医療チーム（DMAT）と災害支援

ナースの実際－静岡県と愛知県の比較－ 
渡邉 順子 

1515122 加藤 千晶 

社会人の健康食品の利用実態の特徴とその

背景及び看護者の指導的介入の可能性の検

討 

高林 ふみ代 

1515123 喜舎場 葉月 

地域の結びつきと住民の健康意識の関連性

～社会関係資本の視点から新たな知縁づく

りを考える～ 

佐藤 瑠美 

1515124 斉藤 珠美 
中小規模事業場におけるメンタルヘルス対

策の現状と支援に関する文献検討 
今磯 純子 

1515125 田代 恵理 

高齢者の自殺の背景に関する文献研究～社

会的孤立の視点から保健師活動を考案する

～ 

佐藤 瑠美 

1515126 仲島 歩弥 
看護大学生の服薬アドヒアランスに関する

調査研究 
管原 清子 

1515127 中村 真央 ホスピタルアートの概念の検討 渡邉 順子 

1515128 藤田 杏奈 
分娩期における麻酔を用いない産痛緩和法

の効果に関する文献検討 
福島 恭子 

1515129 真鍋 彩 
初対面での握手は人の快の感情となり得る

のか 
管原 清子 
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学籍番号  氏名 卒業研究題目 指導教員 

1515130 屋宜 小真妃 
低出生体重児を対象にした母乳育児確立に

むけての支援の在り方 
中川 有加 

 

(2) 研究科の指導体制と研究テーマ  

今年度は、7 名の大学院生より修士論文が提出され、修士論文審査および最終試験

を経て 7 名全員が修士課程を修了することとなった。  

 研究科の指導は、指導教員を中心に、適宜、他領域の教員の協力を得ながら行われ

た。研究フィールドとしては、県内外の病院施設、地域住民であり、多大なるご支援、

ご協力を得た。修士論文発表会は、平成 29 年 3 月 6 日（月）の 10 時より、大学院

生、学部生、教員および、研究協力施設の関係者など多数の参加を得て開催された。 

 修了生の氏名、専門分野および論文題目は以下の表のとおりである。  

 

表 3-4-2 平成 28 年度看護学研究科修了生および修士論文題目一覧 

氏名 専門分野 研究題目 指導教員 

白井みち代 

保健・ 

医療システ

ム学 

高齢者の要介護リスクとポジティブ思考と

の関連 
西川浩昭  

清水 実里 
成人・老人 

看護学 

脳血管障害患者の主介護者が発症から急性

期病院退院までに抱える家族成員間の関係

における困難と対処 

山田紋子  

髙橋 明味 助産学 静岡県の母乳育児継続率が低い要因の検討  
太田尚子 

中川有加 

伊井 実季子 助産学 
生まれてきた初めての我が子とともに生活

する母親の産後 1 カ月の体験 

太田尚子 

中川有加 

望月菜摘 助産学 

母親の語りからみる弟妹の死産・新生児死

亡が原因となって引き起こされた兄姉の変

化 

太田尚子 

市川 貴志 精神看護学 
司法精神科病棟における司法患者の仲間集

団のグループ・プロセスと看護の視点 
篁 宗一  

佐藤浩一 精神看護学 
医療観察法小規格併設型病棟における看護

師の現状と課題 
篁 宗一  
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V. 学生生活 

1） 学生定員および在学生数 

(1) 学部 

看護学部の入学定員は 1 年次 120 名、3 年次編入学 10 名であり、収容定員は計

370 名である。過去 3 年間の在籍者数を表 5-1-1 に示した。 

 

表 5-1-1 学部定員および在籍者数 

年度 学部定員 在籍者数 

H26 年度 305 306 

H27 年度 370 369 

H28 年度 435 435 

 

表 5-1-2 学部定員および学生数 

 
1 年生 2 年生 3 年生 

3 年 

編入生 
4 年生 

4 年 

編入生 
合計 

学部定員 120 120 130 65 435 

在籍者数 120 128 115 10 52 10 435 

休学者数 0 3 1 0 0 0 0 

退学者数 2 0 0 0 0 0 0 

※在籍者数は 27 年度当初、休学者は 27 年度末、退学者数は 27 年度内の数字 

(2) 研究科 

 看護学研究科の入学定員は 16 名、収容定員は 32 名である。H27 年度の在籍者数

は、表 5-1-2 に示すとおり、1 年 8 名、2 年 11 名である。 

 

表 5-1-3 研究科定員および在学生数 

 1 年生 2 年生 合計 

入学定員 16 16 32 

在籍者数 7 8 15 

休学者数 0 0 0 

退学者数 0 0 0 

※在籍者数は 27 年度当初、休学者は 27 年度末、退学者数は 27 年度内の数字 
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2） 入学志願者数および入学者数とその背景 

(1) 学部 

各入学試験志願者数（受験者数）は一般前期 154(143)→ 202（193）、一般後期

110（35）→ 139(43)、社会人入試 4(4) → 11(11)、推薦入試 124(124) → 114

（114）、編入学特別選抜 41（36）→ 19(17)であった。一般入試の志願者数は、時

代の潮流に沿って前後期ともに増加傾向を示した。一方編入学試験における志願者

減関しては、短期大学看護学部の閉鎖が少なからず影響したと考察する。  

 

表 5-2-1 平成 29 年度入学志願者数および入学者数 

 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 

一般前期 70 202 193 72 68 

一般後期 5 139 43 6 5 

推薦 45 114 114 46 46 

社会人 若干名 11 11 1 1 

編入学 10 19 17 11 10 

合計 130 485 378 136 130 

※県内出身の入学者は 110 名（編入生を除いて） 

 

 

表 5-2-2 平成 28 年度入学志願者数および入学者数 

 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 

一般前期 70 154 143 71 67 

一般後期 5 110 35 7 7 

推薦 45 124 124 45 45 

社会人 若干名 4 4 2 1 

編入学 10 41 36 12 10 

合計 130 433 342 137 130 

※県内出身の入学者は 104 名（編入生を除いて） 
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(2) 研究科 

平成 29 年度入試の入学志願者数は看護学研究科の一次募集において 17 名、二次

募集において 4 名でであった（延べ 21 名）。選抜区分としては一般選抜での出願者

が 16 名で、社会人特別選抜での出願が 5 名であった。今年度に関しては本学看護学

部からの出願者が 5 名と多く、それ以外の者については他大学を卒業又は学士号取

得者等であった。また、入学者数は 13 名であり、一次及び二次募集の合格者は発表

後にいずれも入学手続きを行った。研究科全体としては志願者数が平成 25 年度以降

最も多かった。また、平成 29 年度入学者では、例年に比して助産学を専攻する者が

6 名と増加した。 

 

表 4-2-3 研究科の入学志願者数および入学者数とその背景 

  
平成 平成 平成 平成 平成 

25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 

入学志願者 20 12 8 9 21 

入学者数 13 8 8 7 13 

（うち社会人特別入学）  （6） （2） (5) (3) (4) 
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3） 卒業・修了生の進路状況 

(1) 学部 

 過去 3 年間の卒業後の進路を表 5-3-1 に示した。（平成 29 年 3 月 31 日現在） 

 

表 5-3-1 学部卒業生進路 

 

就 就 そ 未

職 職 の 確 進学・

決 活 他 認 留学

定 動 ※

者 中

数

看 保 そ 県 県

護 健 の 内 外

師 師 他

男 3 2 0 0 0 2 0 2 2 0 1

女 61 58 0 2 0 50 8 2 46 12 1

計 64 60 0 2 0 52 8 4 48 12 2

男 8 7 － 1 － 7 － － 5 2 －

女 56 53 － 2 － 47 5 1 43 10 1

計 64 60 － 3 － 54 5 1 48 12 1

男 1 1 － 0 － 1 － － 1 0 －

女 61 52 － 2 － 47 4 － 39 13 6

計 62 53 － 4 － 48 5 － 40 13 5

採用職種別 施設の場所

平

成

二

十

八

年

度

平

成

二

十

六

年

度

平

成

二

十

七

年

度

年
度

性別
卒業者

数

 

専門学校の助産師コース等に進学する卒業生については、「その他※」にカウントし

ている。 
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(2) 研究科 

 平成 28 年度の修了生は 7 名である。本年度の修了後の進路状況は、表 5-3-2 に示

すとおりである。助産学分野の修了生は助産師に、その他分野は社会人学生が多い

ため現職である看護師を継続する傾向である。  

 

表 5-3-2 修了後の進路状況 

 

年度 修了生 
採用職種別 進学 

看護師 保健師 助産師 教職 その他 留学 

平成 24 年度 7 3 0 3 0 1 0 

平成 25 年度 7 1 0 2 0 4 0 

平成 26 年度 12 1 0 5 3 3 0 

平成 27 年度 11 3 0 7 1 0 0 

平成 28 年度 7 3 1 3 0 0 0 
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VI. 国際交流 

1） 平成 28 年度国際交流等事業 

 

（1）第 2 回 静岡県立大学看護学部とコンケン大学看護学部間の短期交換留学事業  

 平成 28(2016)年度の短期交換留学事業として、平成 28 年 5 月 30 日から 6 月 12

日 ま で コ ン ケ ン 大 学 看 護 学 部 の 3 年 生 2 名 （ Ms. Benyapha Namsudta、 Ms. 

Phonphimon Prakopchanya）と 2 年生 2 名（Ms. Kamonrat Kaewnisai、Ms. Varisa 

Preecharak）の合計 4 名を受け入れた。今年度は熊本震災の影響のため 2 名多く受

け入れた。宿泊施設は、昨年同様に静岡県職員研修施設であるもくせい会館、ならび

に、ホームステイを組み合わせた。企画調整室の国際交流事務局担当者の支援により

ホストファミリーを募集し、当学部の教員を含む 3 世帯にお願いすることができた。

大学のホストファミリー登録の手続きの流れは昨年度と同様である。企画調整室の

国際交流事務局担当者と看護学部担当者がホストファミリーの家を直接訪問し、次

の 1)～4)の手続きならびにプログラムなどを説明して承諾を得た。1)ホストファミリ

ー登録（登録票に記入して提出する）、2)留学生にホームステイのための質問紙への

回答（ホストファミリーに提出）、3)学部長からホストファミリーへの依頼状（看護

学部企画調整室からホストファミリーに郵送）、4)静岡県立大学ホストファミリー引

き受け承諾書（看護学部企画調整室に提出）、5、大学より謝礼（月額 :35,000 円、30

日以内は日割計算）の支払い。 

 本事業は看護学部教員全員で取り組む学部の事業である。効果的なプログラムを

作成するために、看護学部各領域に協力を得た。さらに、昨年度の経験とコンケン大

学看護学部の希望であるタイ留学生が日本の急性期病院における看護ケアや高齢者

ケアについて学べるように配慮してプログラムを次のように作成した。 ①学内の講

義・演習：看護技術、シミュレーターを用いた演習や医療・介護システムに関する講

義、授業参加、②実習施設訪問・

実習参加：地域支援病院(救命救

急システム)、がんセンター、高

齢者施設、訪問看護ステーショ

ン、健康福祉センター、防災セン

ター、③学生・教員との文化交流、

④交換留学の報告会。留学生は

タイと日本の看護ケアや医療シ

ステム、医療技術、 高齢者ケア

を比較しながら、多くのことを

学んでいた。 

 

コンケン大学看護学部生 4 名の歓迎・文化交流会 
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（2）国際保健・看護実習の実施にむけて、コンケン大学看護学部との協議  

平成 29 年度に開講される国際保健・看護実習の実施にむけて、学部間協定の更新、

実習予定施設の視察、文部科学省へ提出する実習承諾書の依頼・受取を行うことを目

的に、平成 28 年 11 月 15 日から 11 月 17 日まで看護学部長、国際看護教授、公衆衛

生看護教授・准教授の 4 名がコンケン大学看護学部を訪問し、実習実施に必要な事項

を協議し合意した。   

本学部の国際保健・看護実習の目的は、地域に暮らす人々の健康生活を支援する看

護活動の実際を学ぶことである。この目的あった実習予定施設として、コンケン県内

のヘルスセンター、ヘルスプロモーティング病院、医学部付属シーナカリン病院のプ

ライマリ・ケア・ユニットを視察した。今回、コンケン大学看護学部や医学部と話し

合い、平成 29 年度からの開講に必要な文科省提出に必要な実習承諾書一式を揃える

こと、および学部間協定手続きについては終了し、次年度から実習をスタートさせる

上での礎はできたものと考える。今後、平成 29 年の第 1 回 国際保健・看護実習が

滞りなく実施できるよう具体的に計画を進めていく必要がある。  
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VII. 看護学部と看護学研究科の教育・  

研究・地域貢献活動 

1） 領域別の教育活動と地域貢献活動 

(1) 専門基礎領域の活動 

① 医学系教員の活動 

＜教育活動＞ 

「心と体の理解」のための科目群である「機能形態学」「生物化学」「病理学」「病

態学」「症候論」「臨床検査・画像診断」「健康環境論」など、看護の前提となる病態

の深い理解に力点を置いた講義を展開している。1 年生から 2 年生にかけて、医療の

基本となる解剖学（正常生体構造）からはじまり、“病気”を症状別、疾患別に、表在

理学変化から臓器病理まで多面的に、かつきめ細かく解説し“テーラーメイド医療”の

一員としての自覚・自信を身につけることを目的とした授業を行っている。さらに、

講義だけではなく、自らの手で科学的事象を再現し証明する実習（「基礎健康科学実

習」）、ならびに、1・2 年次に学んだ基礎医学系科目と基礎看護系科目の知識を統合

する演習（「看護統合セミナー」）を行っている。「基礎健康科学実習」では、人の健

康状態を多面的に判断できる能力を実践的に身につけることと、人の健康に影響を

与える身の回りの病因を知り対応できる能力を養うこと、また今後の看護実践に必

要な科学的実証方法および思考方法を修得することを目標に実験実習の指導を行な

っている。人体標本を用いた肉眼観察、組織標本を用いた顕微鏡観察、ラットの解剖

と観察、血球細胞や染色体の標本作製と観察などの解剖学と、血液検査や心電図測定

などの生理学・検査法、ラットのグリコーゲン抽出、pH の測定、可視吸光の原理な

ど理科基礎、微生物の染色検査や手指の微生物の検出と抗微生物薬の効果判定など

微生物学、活性汚泥の分析など環境学に関する実験実習を行なっている。「看護統合

セミナー」では、臨床で得られる情報を看護者の視点から分析し看護実践に反映させ

る基礎能力を習得する目的で、実際の症例を用いて医学的側面から症例把握、鑑別診

断のプロセスを実施し、看護アセスメントにつなげるよう工夫している。  

 

＜地域貢献活動＞ 

古賀は県民の日に小鹿地域の住民に対して、健康フェアと健康相談会を短期大学

部と共に毎年実施している。 

濱井の地域貢献活動については保健学領域を参照のこと。  

 

② 保健学系教員の活動 

＜教育活動＞ 

 学生が興味を持ちモチベーションが低下しないように、できる限り日常の問題に

関連づけて解説することを心がけている。具体的には、出生率の低下による少子高

齢化、生活保護受給者の増大、環境汚染、エボラ出血熱、ジカ熱感染による小頭症
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児出産、インフルエンザの流行、食中毒など社会問題となっている事象を取り上げ

て講義の導入としている。 

 国際保健では、国際保健医療協力や国際社会に関心をむけるインセンティブを明

確に与えるために、国際保健医療の現場で実際に活動している専門家を招聘してい

る。さらに、専門家に協力していただき、国際保健医療協力や国際社会に関心の高

い学生を対象に、学生の興味や関心を中心にしたテーマについて専門家とディスカ

ッションすることにより、国際保健医療協力や世界の情勢についてより深い理解と

関心を促進している。 

 

＜領域で行っている地域貢献活動＞ 

西川は、沼津市開発審査会委員として、市街化調整区域内における、工場の増

設・移転の可否について審査した。また、東伊豆町の健康づくり推進事業である、

「東伊豆町えがお食育推進計画」の策定について助言するとともに、基礎データと

なる「食に関する実態調査」の集計について指揮するとともに、サポートした。  

濱井は、研究もかねて、静岡県在住のブラジル人28名を対象に医療通訳者養成研

修を実施した。また、静岡県国際交流協会と協力して医療通訳体制づくりに取り組

んでいる。今年度は医療通訳拠点病院への医療通訳に関する情報を提供している。 

 

(2) 基礎看護学領域の活動 

＜教育活動＞ 

基礎看護学領域 

① 授業の特徴と昨年度より変更した点 

基礎看護学領域が主に行う講義及び演習科目としては、基礎看護技術Ⅰ、基礎看

護技術Ⅱ、基礎看護技術Ⅲ、看護理論、看護過程、ヘルスアセスメント、看護統

合セミナー、看護教育論、看護管理論、国際看護論等であった。今年度も領域教

員の退職及び着任に伴って担当教員の入替が生じた。これに伴い講義内容に関し

ては講義展開に関しても改善検討を行った。また、定員増に伴って 1 学年あたり

120 名の学生を指導するにあたり、演習に関しては演習内容を充実させるために

2 回転で実施する等、学生にとっての教育効果向上のための工夫をこらした。  

② 実習について 

 基礎看護学領域における実習は、「ケア場面実習（1 単位）」、「看護アセスメント実

習（2 単位）」、看護管理を主体とした「発展看護実習Ⅰ（1 単位）、発展看護実習Ⅱ（1

単位）」であった。1 年次のケア場面実習は 4 施設（静岡県立総合病院・静岡赤十字

病院・静岡済生会病院・静岡てんかん・神経医療センター）を使用した。実習内容は

基本的なケア実施経験やバイタルサイン測定、要求される倫理観や接遇の修得を主

な目的とし、学生を 2 分割して 2 週に亘って実施した。次に、2 年次の看護アセスメ

ント実習では 3 施設（静岡県立総合病院・静岡赤十字病院・静岡済生会病院）で実施

した。主な実習内容は一人の患者を担当し、患者背景や病態理解、必要な看護実践行

為といった一連の流れについて看護過程を展開することによって学習した。これま

で長年用いてきたヘンダーソンからゴードンの枠組みによる実習記録に変更した。

看護統合セミナーでの演習を効果的に行ったことで、臨地での記録は到達目標を達
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成することができた。4 年次の統合分野に位置づけられる発展看護実習では、看護管

理を主体とした実習を 2 施設で 2 クール行った（静岡県立総合病院・静岡赤十字病

院）。内容は看護部長の講義を拝聴しながら、看護部組織を理解するとともに、病棟

師長が担う病棟管理や病棟業務について学習した。また、帰学後も臨地で知り得た事

実や内容について更に補足して学習及び実習内容の充実を図った。  

 

大学院看護学研究科 

 基礎看護学領域では看護技術学分野と看護管理学分野を担当し、両分野の専門性

と大学院教育に資する指導内容及び支援体制を強化整備した。今年度は看護技術学

分野に 2 名の院生が入学し、いずれも「排泄」を研究課題とし研究計画書の作成に取

り組んだ。さらに、他の分野に在籍する院生の研究計画書の審査や学位審査ならびに

最終試験等に携わった。 

  

＜領域で行っている地域貢献活動＞ 

基礎看護学領域 

 渡邉は、磐田市立総合病院および浜松労災病院において看護研究支援を継続的に

行っている。認定特定非営利活動法人愛知排泄ケア研究会の理事および排泄機能指

導士講習会の講師として、看護職以外に対しても広く排泄ケアの啓発活動を設立初

期から携わっている。また、国立大学法人浜松医科大学医学系研究科看護学専攻修士

課程において、委託任用を受け「看護教育論」を継続的に教授した。さらに、日本看

護医療学会の理事長、日本看護技術学会理事・査読委員、日本看護学教育学会評議委

員・査読委員、日本看護研究学会査読委員として活動した。  

 

荒井は、前職において日本のナースプラクティショナー養成教育に創成期より携

わっていた。平成 27 年 10 月、厚労省は看護師の特定行為研修制度を定めた。指定

研修機関である国際医療福祉大学大学院医療福祉学研究科保健医療学専攻特定行為

看護師養成分野の特定行為研修管理委員会委員として委嘱されたため、本年度も引

き続き外部委員としてカリキュラム認定や教育評価等について活動している。  

 

(3) 成人・老年看護学領域の活動 

＜教育活動＞ 

成人看護学領域 

① 授業の特徴と昨年度より変更した点 

 成人看護学領域では、ライフサイクルのうえで最も長期間を占める成人期にある

人々とその家族の特徴を捉え、どのような健康障害であっても、急性期、慢性期あ

るいは回復期すべてを通して、病気の増悪化予防、健康の維持、QOL の向上を目的

に、身体的・心理的・社会的な側面から、総合的に理解するための視点と、科学的

根拠に基づく看護実践に必要な基本的な知識・技術を身につけることを目指してい

る。この成人期に特徴的な健康問題を、やがて訪れる老年期 (円熟期)の問題として

繋げられるように、講義・演習・実習を展開している。講義・演習において昨年度

との大きな変更点はない。 
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② 実習について 

 実習は、「成人看護学実習Ⅰ」、「成人看護学実習Ⅱ」、「成人看護学実習Ⅲ」の 3

実習を行った。 

「成人看護学実習Ⅰ」、「成人看護学実習Ⅱ」は、今年度より履修学年となる 3 年

生が 114 名と倍増した。そのため依頼施設を 5 ヶ所に増やし、密な調整と相談を行

いながら実習指導を行った。当該施設は、静岡県立静岡がんセンター、静岡県立総

合病院、静岡済生会総合病院、静岡赤十字病院、静岡てんかん・神経医療センター

であった。学生は、1 クール 2 週間の実習を行った。さらに、「成人看護学実習Ⅱ」

では、手術室・HCU・ICU での見学実習を行った。 

「成人看護学実習Ⅲ」は静岡赤十字病院にて実施した。履修学年となる 4 年生は

54 名、期間は 2 週/クールとし、1 グループを 2 チームに分け、チーム別に、①受

け持ち患者に対する EBP に基づく看護過程の展開と、②臨床判断能力の育成を目

的に高機能シミュレータを用いたシミュレーション実習を行った。  

 

老年看護学領域 

①  授業の特徴と昨年度より変更した点 

老年看護学領域では、老年期にある対象の生活および老化に伴う身体的・心理

的・社会的特性を理解し、老年看護の基本的な理念と援助、今後の保健・医療・福

祉における施策の方向と看護の役割について考えることができることを目標として

いる。科目は「対象の理解Ⅱ」、「老年看護学」、「老年看護学演習」、「老年看護学実

習Ⅰ」「老年看護学実習Ⅱ」で構成されており、各教科目を通して、個々の高齢者の

価値観を尊重する態度を養うとともに、高齢者に生じやすい健康問題への看護援

助、家族への支援等から、その人らしい生活の質（Quality of Life）の確保と向上

に資するような援助技術の修得について教授している。  

今年度の授業においては、H26 カリキュラムにおける 3 年次開講科目の初年度と

なり、「老年看護学演習」は 2 クラス制で実施した。これに伴い、早期から領域教

員間で授業計画の検討を行った。 

②  実習について 

老年看護学実習Ⅰ（1 単位）は、2 年次（H26 カリキュラム）120 名が履修し

た。介護老人保健施設の入所、通所部門にて実習を行い、高齢者の介護予防をめざ

した支援のあり方について学修した。実習施設は、介護老人保健施設 5 施設（エス

コートタウン静清、ケアセンター池田の街、ケアセンター瀬名、こみに、星のしず

く）にて実施した。実習施設の受け入れ人数の変更に伴い、今年度から実習時期を

4 週間に拡大し、実習グループ 18G を 4 クール配置にて実施した。各部門の職員各

位にご指導頂き、多職種間の連携と看護職の役割について考察を深めることができ

た。 

 

老年看護学実習Ⅱ（2 単位）は、3 年次（H26 カリキュラム）115 名が履修した。

今年度より実習方法を変更し、療養型医療施設実習 6 日間・回復期リハビリテーショ

ン病棟実習 2 日間にて実施した。これに伴い、実習施設も増え、療養型医療施設実習

は 3 施設（小鹿病院、静岡瀬名病院、山の上病院）、回復期リハビリテーション病棟

実習は 6 施設（静岡リハビリテーション病院、甲賀病院、静岡リウマチ整形外科リハ

ビリ病院、静清リハビリテーション病院、静岡市立清水病院、山の上病院）にて実施
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した。特に、学生の学びにおいては、療養型医療施設ならびに回復期リハビリテーシ

ョン病棟における多職種の連携のあり方から、看護職の役割について考察を深める

ことができた。 

 

成人・老人看護学分野(研究科) 

  成人・老人看護学分野は、慢性看護学、急性看護学、がん看護学の 3 看護学を設

定し、本分野の学問的多様性と院生の研究ニーズに対応できる指導・支援体制を取

っている。各看護学においては、独自の看護現象を捉え、そこでの課題や問いを明

確にし、既存の研究方法の適用、さらには新たな方法論の開発にも挑戦しつつ、対

象の理解と実践を支える新しい知見の発見とその構築に取り組んでいる。院生は、

この過程を、それぞれの特論(各看護学での研究に必要な基本的理論の理解)、演習

(各現象への基本的理論の適用と評価 )、応用実習(基本的理論の実践での個別適用と

その長所と限界の検討)を通して学びつつ、修士学位論文としてまとめる。  

今年度、本分野には、修士課程 1 年 1 名、2 年 1 名の計 2 名の院生が在籍した。

2 年 1 名は学位論文審査に合格し修了した。1 年 1 名は、当該年次のコースワーク

を終了し、学位論文研究計画書の審査に合格した。 

 

＜領域で行っている地域貢献活動＞ 

成人看護学領域 

  山田(紋)は、静岡県立総合病院の臨床研究倫理委員会および看護部臨床研究倫理委

員会の外部委員、静岡済生会総合病院の地域医療支援病院運営委員会の委員として

活動した。また、東海大学救急看護認定看護師教育課程の非常勤講師を務めた。さら

に、3 ヶ所の総合病院において看護診断に関する講義を、静岡県看護協会主催の平成

28 年度看護職員実習指導者等講習会において領域別実習指導 (成人看護)に関する講

義を行った。 

青木は、静岡県看護協会の学術研究推進委員会の委員長および看護研究倫理審査

委員会の委員、静岡県立静岡がんセンター認定看護師教育課程の教員会委員を務め

た。また非常勤講師として、静岡県立静岡がんセンター認定看護師教育課程、常葉大

学健康科学部看護学科、岩手県立大学大学院看護学研究科、聖隷三方原病院ファース

トレベルにおいて講義を担当した。学会関係では、日本ストーマ・排泄リハビリテー

ション学会の理事および広報委員、編集委員、日本褥瘡学会の理事および危機管理対

策委員長、日本がん看護学会の評議員および査読委員、JWOC 管理学会の監事およ

び査読委員として活動した。 

 田中は Creating Healthy Work Environments 2017, Honor Society of Nursing の

学会査読委員、Virginia Henderson Global Nursing e-Repository の査読委員、静岡

県立静岡がんセンター認定看護師教育課程教員会委員、静岡県工業技術研究所富士

工業技術支援センター外部研究員として活動した。  

 糸川は、静岡県立総合病院および県対がん協会主宰の研修会における講師を務め、

がんサバイバーを対象とする教育やピアサポーター養成研修に従事した。  

 前野は、静岡県多文化共生審議会委員会委員を務め、その中で「ふじのくに多文化

共生推進基本計画」に基づく政策形成や外国人医療、医療通訳に関することへの助言

を行った。 
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老年看護学領域 

発展看護実習(老年看護学領域)にて、健康文化交流館『来・て・こ』および静岡県

立大学「ふじのくに」みらい教育センター (COC)と共催し、地域住民向けの健康教育

(体力測定、健康体操、エコノミークラス症候群予防など】を実施した。実施内容が

旺文社の蛍雪時代に掲載された。 

(4) 小児看護学領域の活動 

＜教育活動＞ 

① 小児看護学・小児看護学演習 

   主として医学書院「小児臨床看護学論」の内容に沿い、パワーポイント、音

響、映像（動画、DVD）等を使用し講義を展開した。講義の開始時あるいは終

了時に、小テスト（国家試験様式）及び講義内容の振り返りを行い、学習フィ

ードバックの機会を設けた。講義終了後は、筆記テストを実施した。60％以上

の正解率で及第と設定し、結果は全員合格であった。  

小児看護では対象が子どもであるため、特有な技術とアプローチの工夫が必

要であるが、近年の学生は子どもと直接接する機会が非常に少ない傾向にあ

る。そのため、実際のお子さん（幼児期）数名を演習に招き、そのお子さんた

ちにバイタルサインや身体測定を実施させていただく体験型学習を実施した。

また高機能シミュレーション人形を用い、小児における不整脈の心拍のリズム

不整、肺雑音などの聴診の演習を行い、健康な小児との観察点の比較を体験し

学ばせた。そのほか小児看護で広く実践されている患者さんや家族に対するプ

レパレーションの学習として、検査・手術を受ける患者さんを想定し、グルー

プごとにツールを作成させ、発表の機会を設けた。  

② 小児看護学実習 

実習の目的は成長発達過程にある子どもを理解すること、発達・健康障害の

ある子どもとその家族のセルフケアを支える看護実践能力を養うことである。

今年度から静岡県立こども病院に加え、藤枝市立総合病院小児科での実習も開

始した。県立こども病院では、乳児内科病棟、感染管理病棟、幼児・学童内科

病棟、外科病棟、循環器病棟の 5 病棟にて、学生受け持ち患者数 1 名～2 名での

実習を計 8 クール行った。2 週/1 クールにて、10～18 名の学生を各病棟 3～4

名の配置とした。藤枝市立総合病院小児科では、5～6 名のグループが病棟・外

来・NICU で計 2 クール実習した。実習 1 週目に関連図の作成・看護計画の立

案をし、2 週目に立案した看護計画の実施・評価を行った。病棟での実習のほ

か、受け持ち患者の状況に応じ手術室・ＰＩＣＵ病棟、臨床検査室、リハビリ

室での見学実習も随時行っている。 

    

＜領域で行っている地域貢献活動＞ 

①―難病のこどもの支援ネットワーク・全国各地でのサマーキャンプ「がんばれ共和

国」― 

特定非営利活動法人難病のこども支援全国ネットワークは、全国の難病のこども

とその家族の支援を目的として、全国各地でのサマーキャンプ、相談事業、保護者の

連絡会、後援会や研修会、広報活動、啓発人形劇、健やか親子 21 推進議会への参加
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などを活動の中心としている団体である。この中部地区ネットワークの主たる活動

はサマーキャンプで、静岡県立こども病院の協力の下、医師、看護師、チャイルドラ

イフスペシャリスト、理学療法士、保育士などがボランティアとして多数参加してい

る。小児看護学の教員は、学生数名と共に参加し、日常生活の世話、入浴、一部の医

療的ケア、ボランティア統括などを担った。  

②リレー・フォー・ライフジャパン静岡―がんに負けない社会をめざす、がん啓発サ

ポートキャンペーン― 

がん患者やその家族、支援者らが公園、グランドを 24 時間リレーしながら歩き通

すことで絆を深め、がん患者やその家族が交流を深め、共通認識を確かめ合うための

イベント。静岡では本学芝生園地で本学共催として毎年秋に開催され、教員は、がん

撲滅のため学生と共に企画から関わり継続参加している。  

③静岡県内の特別支援学校に勤務する看護師の研修の企画と開催  

 当領域では、静岡県教育委員会学校教育課特別支援教育室から依頼を受け、3 月（継

続看護師対象）、4 月（新任看護師対象）、年 2 回にわたる看護師研修の企画・開催を

行った。 

④人工呼吸器装着児の学校での支援を考える勉強会：静岡市重症心身障害児者の在

宅支援ネットワークへの参加 

本会は、現在県内で特別支援学校への通学が認められていない、人工呼吸器装着の

重症心身障害児の通学を検討するために昨年度から開催されている。参加メンバー

は、医師、特別支援学校校長、県教育委員会委員、県障害者支援局主任、 市障害者

福祉課担当者、ケアマネージャー、静岡県重症心身障害児を守る会会長、静岡県医療

的ケア運営協議会委員である。小児学領域の教員は、本会のオブザーバーとして参加

し、呼吸器を装着している重症心身障害児が地域の特別支援学校に保護者の付き添

い無しで通学できる環境づくりについて検討している。  

 

(5) 母性看護学・助産学領域の活動 

＜教育活動＞ 

母性看護学 

母性看護学領域では、性と生殖の側面から人間の健康課題を査定し、健康の維持増

進、疾病予防に向けた健康教育、看護支援の考え方、方法について教授している。担

当講義科目は、対象の理解Ⅲ、母性看護学Ⅰ、母性看護学Ⅱ、母性看護学演習、母性

看護学実習である。 

今年度は、母性看護学Ⅱにおいて、チーム基盤型学習（Team Based Learning＝

TBL）を取り入れた。その際に、昨年度、老年看護学領域と共同で検討したプログ

ラムを活用した。 

母性看護学は、授業で基礎知識を学び、演習で思考過程および基礎的な技術の習得

を行い、実習でそれらの統合を行うという流れで組み立てている。授業の進め方は、

健康教育と看護過程を中心にグループおよび個人による課題学習と、その発表・意見

交換で学習内容を深めた。実習は、2 週／1 クール 5~6 人の学生が実習を行い、実習

施設は、学生数倍増に伴い 20 グループとなったため新たに 1 か所の病院（焼津市立

総合病院）を増やし、静岡市立静岡病院、静岡赤十字病院、静岡県立総合病院、静岡
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済生会総合病院、藤枝市立総合病院、焼津市立総合病院の 6 か所であった。実習内容

は、2 週間に 1 組以上の母子を受け持ち、看護過程を展開することを基本とし、受け

持ち母子がいない場合には、産褥期の集団健康教育や産婦人科外来の実習を行った。

昨年同様、実習最終日のまとめの会では、実習での学びを文献検討で考察した結果を

発表し、各自の学びを深めるとともにお互いの体験を共有できた。  

発展看護実習は、本年度は 12 名の学生が履修した。実習施設は、出産を取り扱

う助産所 1 か所、母乳育児支援を行う助産所 3 か所、子育て支援講座の育児サーク

ル 1 か所、NICU1 か所であった。学生は、個々に実習計画を立案して主体的に実

習に取り組み、11 月には発表会を開催し、それぞれの学びを共有できた。卒業研究

は、太田が 3 名、中川が 3 名、福島が 3 名、永谷が 1 名の計 10 名の学生を担当

し、合同ゼミと教員個々のゼミを組み合わせたゼミ形式で研究指導を実施して、12

月の卒業研究発表会にて全員が発表を行った。  

 

助産学 

修士課程 2 年生 4 名、1 年生 3 名が在籍した。 

修士課程 1 年生の科目は、講義科目で基礎知識を学び、演習で思考過程および技術

の習得を行い、実習でそれらの統合を行うという流れで組み立てている。特色ある講

義科目としては、PBL 方式による講義を展開している助産学演習 B-Ⅲ・B-Ⅳ、そし

て臨床での妊婦健康診査実習に向けて学内で必要な知識習得のための講義と演習を

行い、実際の臨床実習後は、担当した妊婦のケースカンファレンスを組み合わせて知

識と技術の習得に結び付けている助産学特論 A-Ⅱと助産学演習 A-Ⅱである。また、

その他の講義内容としては、管理栄養士による栄養学の講義から知識の習得、新生児

蘇生法(NCPR)の講習を受講し認定を取得、フリースタイル分娩の学内演習、模型を

用いた会陰縫合術の実施、鍼灸の講義受講と体験学習、アロマテラピーの体験学習、

母乳育児支援の講義・演習および開業助産師による講演など、助産師に必要不可欠、

且つ、より豊富な知識が習得できるように内容の充実に努めている。さらにリプロヘ

ルスサポーター認定に向けての講習を受講し、避妊具の市場調査報告、また性教育の

授業案の作成などリプロダクティブヘルスに関する課題にも力を入れている。 今年

度は、初めて中学校での性教育を実際に行うことができた。助産学概論では、聖路加

産科クリニックでの臨床講義を組み入れ、エビデンスに基づくケアの展開方法を教

授している。修士論文のゼミは通年で行い、Evidenced-based Midwifery のステップ

に基づく演習を強化し、修士論文のための文献検討、研究課題の明確化、計画書の作

成に関する指導をゼミ形式と個人面接で実施した。  

助産学実習は、3 名が履修し、静岡県立総合病院、静岡赤十字病院、静岡済生会総

合病院の 3 か所で行った。学生は、妊婦健康診査実習で、妊娠初期から末期までの妊

婦に関わり、妊婦の健康審査や保健指導を行った。また、妊娠中期からの継続事例 2

例を含め、2 名が 10 例の分娩介助を行い、1 名が 7 例であった。2 名が単位認定さ

れ、1 名は再履修となった。  

修士課程 2 年生は、助産学応用実習 A を履修し、自らの研究課題について探求す

るとともに、助産所での分娩介助 1 例以上を実施し、より質の高い助産ケアを修得で

きた。本年度は、4 名が履修し、渡辺助産院で 1 名、おしか助産院で 2 名、くさの助

産院で 1 名が実習を行った。 

修士論文指導は、太田が指導教員として 3 名、中川が副指導教員として 2 名を担
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当した。3 名が、修士論文審査と最終試験を受けて合格し、看護学修士の学位を修得

できた。さらに、2 月に助産師国家試験を受験し、3 名が助産師資格を取得できた。 

 

＜領域で行っている地域貢献活動＞ 

領域としては、昨年度同様、はじめて育児をする母親を支援するために、地域の母

親の自助グループ「バディプロジェクト」と共催し、「ひよこママのサプリ講座（ 4 回）」

を企画運営し、小鹿キャンパス新看護学部棟実習室 3、4、5 で開催した。 

また、昨年に引き続き、助産師免許を取得している本学の学部卒業生と大学院修了

生を会員とした「静岡県立大学看護同窓会助産支部会」、第 3 回を開催し、福島の講

演、および総会・交流会を行った。さらに、青年海外協力隊での活動を経験した卒業

生を招いて、特別講義を開講した。 

太田は、全国助産師教育協議会の教育検討委員として、大学院での助産師教育モデ

ルコアカリキュラムの検討とデルファイ調査を分担した。 また、東京でペリネイタ

ル・ロスのサポートグループ「天使の保護者ルカの会」を運営している。看護者向け

には、静岡と九州で、ペリネイタル・ロス看護者研修プログラムを主催するとともに、

広島県看護協会、静岡赤十字病院、恩賜財団母子愛育会総合母子保健センターにおい

て、ペリネイタル・ロスの講演を行った。また、静岡県看護協会主催のクリニカルラ

ダーレベルⅢステップ研修において、「周産期領域での倫理的課題」の内容で講師を

務めた。太田と中川は、『公益社団法人ふじのくに地域・大学コンソーシアムゼミ学

生地域貢献推進事業助成金』の交付が認定され、修士 2 年生 1 名が「静岡県の母乳

育児継続率が低い要因の検討」について研究を行い、修士 1 年生 3 名が「中学生の

ための命を考える性教育」について取り組み、実際に静岡市立安東中学校 2 年生 30

名を対象に性教育を実施した。この度の取り組みを、2 月 18 日『ふじのくに地域・

大学フォーラム』で発表を行った。高木は、静岡市助産師会に所属し、事業の広報パ

ネル作成を担当した。永谷は、小鹿キャンパス健康支援センタ―と看護学部が協力し

て行う事業である女性健康相談室を毎月 1 回実施した。また、焼津市介護認定審査会

委員を担当している。鈴木は、『公益社団法人ふじのくに地域・大学コンソーシアム

ゼミ学生地域貢献推進事業助成金』の交付が認定され、磐田地区助産師会の母子災害

対策について取り組み、2 月 18 日『ふじのくに地域・大学フォーラム』で発表を行

った。 

 

(6) 精神看護学領域の活動 

＜教育活動＞ 

 精神看護領域では、人間関係論、生涯発達心理入門、対象の理解Ⅳ、病態学、精

神看護学、精神看護学演習、精神看護学実習を担当している。授業では、体験学習

や少人数学習方式を積極的に取り入れ、学生が主体的に考え、互いの語り合いの中

から新たな学びを広げられるよう、全体の授業構成を工夫している。具体的には、

精神科病院での見学実習と実施後の学内での学びの発表、看護学部棟実習室でのリ

ラクセーション法の演習、IBL（Inquiry Based Learning）を用いたグループ学

習、ペーパーペイシェントを用いた看護過程の展開やプロセスレコードの作成等を

行っている。 
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 さらに、授業から実習への効果的な移行を意図して、外部講師を招聘し臨床現場

の実際（精神科訪問看護，司法精神看護等）についての講義をしていただいてい

る。現場のリアルな状況について看護職から直接お話を聞けることは、適度な緊張

感とともに学生の学習意欲や問題意識を高め、実習へのモチベーションを高める効

果をもたらしている。 

 なお今年度より、これまで2週間の全てを精神科医療施設(病院)で行っていた精神

看護学実習を、1週目は病院内、2週目は地域の社会復帰施設(作業所等)で実習する

形態へと変更した。それにより、退院後の精神障がい者の生活の実態，社会復帰へ

向けた課題，入院時から退院後の生活を視野に入れた精神看護援助の必要性等、精

神障がい者に対する学生達の理解と学びの幅が広がった。  

 また、発展看護実習，災害看護演習，卒業研究では、各学生が自分の実習テー

マ，研究テーマをもち、担当教員や臨床の協力を得て目標達成へつなげる取り組み

を展開している。 

  

 

＜領域で行っている地域貢献活動＞ 

 篁は、浜松市の介護認定審査会委員としての役割を担った。また日本学校メンタ

ルへルス学会の評議員の編集委員として査読などの役割を担った。  

 

 長澤は、静岡市自殺対策連絡協議会委員の会長職として、定例会議の司会役割等

を担った。また、平成28年度10月より、静岡県専任教員養成講習会運営委員会の委

員として、平成29年6月～平成30年2月に実施される看護教員養成に関する各種検討

に参加した。 

 

(7)  公衆衛生看護学領域の活動 

＜教育活動＞ 

学部教育における講義では、公衆衛生看護学の定義や理念に基づき、非常勤講師

やゲストスピーカーをお招きし、学生が地域で生活している住民や保健師活動を具

体的に理解できるよう配慮した。3 年生の公衆衛生看護活動論Ⅱの授業では、地区

診断の講義後に母子と高齢者の 2 事例を活用して地区診断について取り組ませ、9

月から開始された公衆衛生看護学実習Ⅰにつなげた。4 年生の演習では、公衆衛生

看護学実習Ⅱに先立ち、乳児の家庭訪問で必要な技術の基本について学習させた。

また、事前学習ノートにより個人・グループでの自己学習を通し、公衆衛生看護学

実習Ⅱにつなげた。 

4 年生の公衆衛生看護学実習Ⅱでは、2 週/1 クールで、62 人の学生が実習を行っ

た。実習施設は、静岡県富士健康福祉センター、富士市保健センター、富士宮市保健

センター、静岡県中部健康福祉センター、焼津市保健センター(2 グループ)、島田市

保健福祉センター、吉田町保健センター、牧之原市保健センター、静岡市保健所、静

岡市北部保健福祉センター、同東部保健福祉センター、同南部保健福祉センター、同

長田保健福祉センター、同清水保健福祉センター、同蒲原保健福祉センターであった。

主な実習内容は、乳幼児健康診査や健康相談等各種事業に参加し、地域住民のニーズ
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に応じてどのように保健事業が行われているかを、3 年生後期で取得した公衆衛生看

護学実習Ⅰにおける地区診断の取り組みを可能な限り意識させながら学習させた。

さらに、各学生が家庭訪問に同行し、行政保健師が行う家庭訪問の実際を学ばせた。 

3 年生の公衆衛生看護学実習Ⅰでは、2 週間/1 クールで、124 人の学生が実習を行

った。実習施設は、静岡県富士健康福祉センター、富士市保健センター、富士宮市保

健センター、静岡市保健所、静岡市藁科保健福祉センター（2 グループ）、同大里保

健福祉センター（2 グループ）、同城東保健福祉センター（2 グループ）、同清水保健

福祉センター（2 グループ）、静岡県中部健康福祉センター、焼津市保健センター（2

グループ）、牧之原市保健センター（2 グループ）、吉田町保健センター（2 グループ）、

島田市保健福祉センター（2 グループ）であった。主な実習内容は、担当地域（主に

小学校区）を選定し、地図の作成、統計資料の読み取り、地区踏査、住民や専門職か

らの聞き取り、地域保健活動の参加などを通し、地区診断を行った。  

 

＜領域で行っている地域貢献活動＞ 

静岡市新任期保健師研修に協力し、新任期 2 年目の保健師を対象に、地区活動に関

する講義を 6 月に、1 年目と 3 年目の保健師を対象に、地区診断に関する講義を 7 月

に行った。（佐藤瑠美・深江）。9 月と 12 月には、1 年目保健師と 2 年目保健師の各

新任保健師が実際に地区診断を行うプロセスを支援した（佐藤瑠美・岩本真弓・望月

友美子・安藤継子・杉山真澄・深江）。3 月 9 日、10 日には、地区活動の発表会に参

加し、各保健師の地区診断の取り組み状況をふまえ、次年度にどのように繋げていく

かといった観点で各教員（佐藤瑠美・岩本真弓・望月友美子・安藤継子・杉山真澄・

深江）が講評を行った。 

富士市の保健師全員を対象とした富士市地区活動研修の協力を行った。5 月、7 月、

10 月、12 月、2 月と 5 回の研修で、講義及び研修企画の支援、各保健師が実施して

いる地区診断の支援（資料作成、発表やグループワークの助言等）を行った。（杉山

真澄・深江） 

富士宮市の保健師全員を対象とした富士宮市地区活動の研修（8 月、9 月、12 月）

講師として協力した。(深江) 

富士健康福祉センターからの依頼で平成 28 年度富士健康福祉センター管内地域保

健・医療・福祉活動研究会の発表内容に関する助言・講評を行った。 (杉山真澄) 

 

(8) 在宅看護学領域の活動 

＜教育活動＞ 

疾病や障害をもちながら生活する人々とその家族を理解し、人々の生活の質向上

に貢献する看護を展開するための必要な基礎的知識と看護技術を修得することを教

育活動の目的としている。科目編成は、「在宅看護学」、「在宅看学演習」、「在宅看護

学実習」である。 

「在宅看護学」は、在宅看護の展開に必要な知識・判断・看護技術・療養環境の

整備等について、学生自らが主体的に学ぶ姿勢を養う教育手法として PBL、ケース

メソッドを活用している。看護学研究科においては、共通科目選択「在宅看護論」

「家族看護論」を開講している。 
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「在宅看護学演習」は、医療介護総合確保推進法の成立を受け、在宅医療・地域

包括ケアシステムの推進が明確に打ち出された社会の要請に対応したゲストスピー

カーによる活動事例の紹介とフィールドワークで構成されている。フィールドワー

クは、静岡市内 9 圏域の地域包括支援センターを拠点とし、地域特性に応じた住民

主体の活動への参加及び多職種への聞き取りを行う内容とした。  

「在宅看護学実習」は、静岡市内 11 カ所の訪問看護ステーションにおいて学生

が訪問看護師と療養者宅に同行訪問し、対象者の生活上の課題解決に向けた看護支

援を行う訪問看護実習と在宅療養を支える関連施設実習（地域リハビリテーション

推進センター、就労継続支援事業所、重症心身障害児・者施設）で構成されてい

る。授業、演習で学んだ在宅看護、多職種連携に関する内容を、事例をもとに再確

認し、在宅医療福祉のイメージの定着化を図った。また、それにより実習の中で学

生自身が体験し直すことで授業・演習と実習の連動性を学生自身にも意識させる内

容とした。 

＜領域で行っている地域貢献活動＞ 

冨安眞理 

1) 社会保険桜ヶ丘総合病院  院内看護研究講師として、看護研究への助言（H 28

年 3 月）及び研究中間報告会（H28 年 8 月）での講評を行った。 

2)  静岡市 在宅医療・介護連携協議会委員として、実施計画の検討を目的とした会

議 

に参加し啓発部会主催の多職種連携研修会においてファシリテーターを担当し

た。 

3)  伊豆市の在宅医療連携推進事業において看・看連携研修会、多職種連携研修会

の  企画・運営及び講師、ファシリテーターを担当した。  

4) 平成 28 年度 地（知）の拠点事業として、平成 28 年 2 月 11 日に開催された清

水区高部・飯田庵原圏域の専門職を対象とした「退院支援・多職種連携」研修会

の企画・運営を担当した。 

今福恵子 

1）静岡県看護協会・静岡県訪問看護ステーション協議会  

 「新卒訪問看護師育成研修会」（平成 28 年 4 月～） 

  訪問看護師の新卒者育成プログラムの企画、作業委員として参加を行った。  

2) 社会保険桜ヶ丘総合病院 院内看護研究講師として、研究発表会（H28 年 3

月）での講評及び看護研究への助言（H 28 年 8 月）を行った。 

3) 静岡市障害支援区分認定等審査会の座長を担当した。  

4) 静岡県災害福祉広域支援ネットワーク・作業部会アドバイザーとして助言を行

った。 

田中悠美・酒井知子 

1）平成 28 年度 地（知）の拠点事業として、平成 29 年 2 月 11 日に開催された清

水区高部・飯田井原圏域の専門職を対象とした「退院支援・多職種連携」研修会

の運営を担当した。 
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2） 各教員の教育・研究・地域貢献活動 

(1) 研究活動 

原著論文 

氏名 著者名( 著者総数) . 論文題名. 雑誌名. 巻( 号). 始頁と終頁. 発行年.  

井上健一郎 

Tanaka M, Inoue K, Shimada A, Takano H (4 名). Ex vivo effects of 

naphthoquinones on allergen-sensitized mononuclear cells in mice. 

International Immunopathology and Pharmacology. 29. 461-468. 2016. 

古賀 震 

古賀震, 遠山和成, 佐橋徹, 長谷川純, 榎本信雄(5 名). 静岡県民と同県内

の外国人労働者における健診結果およびメタボリック症候群、血栓傾向

等の比較検討と予防対策 . 第 16 回 TTM フォーラム記録 . 131-136. 2017. 

高林ふみ代  

Zhao X, Takabayashi F, Ibuki Y (2 名). Coexposure to silver nanoparticles 

and ultraviolet A synergistically enhances the phosphorylation of histone 

H2AX. J Photochem Photobiol B. Sep;162. 213-22. 2016. 

鈴木琴江  
鈴木琴江. 看護基礎教育修了時の看護実践能力尺度の開発と信頼性・妥当性

の検討. 日本看護学教育学会誌 . 26(2). 1-12. 2016. 

安田真美  

Yasuda M, Sakakibara H(2 名). Care staff training based on person-

centered care and dementia care mapping, and its effects on the quality 

of life of nursing home residents with dementia. Aging Ment Health (頁：

in press). 2016. 

濵井妙子  

Naoko O, Taeko H, and Junko K(3 名). Development and testing of aflipped 

classroom method for training medical interpreters in a university setting, 

Journal of Medical English Education. 15(3). 79-83. 2016. [Original article 

in English].  

大野直子 Naoko O, 濱井妙子 Taeko H, 加藤純子 Junko K. 医療通訳教育に

おける反転授業 Flipped classroom model for training of medical 

interpreter. Journal of Medical English Education. 15(3). 141-143 [No 

abstract. Proceedings in Japanese].    

三﨑健太郎  

三﨑健太郎, 高野裕久 , 金澤寛明 , 井上健一郎 . DEP、ナノマテリアルによる

細菌毒素誘発性肺傷害への悪影響 . エンドトキシン・自然免疫研究 , 19. 46-

50. 2016. 

影山葉子  

Yoko K, Midori A(2 名). Thinking about the patient’s wishes: practical 

wisdom of discharge planning nurses in assisting surrogate decision-

making. Scandinavian Journal of Caring Sciences (early view). doi: 

10.1111/scs.12399 

影山葉子. 看護における shared decision-making の実践とその責任－代理意

思決定者としての家族への支援を通して－ . 同志社アメリカ研究(in press). 

2017. 
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氏名 著者名( 著者総数) . 論文題名. 雑誌名. 巻( 号). 始頁と終頁. 発行年.  

石川 真  

Ohta H, Sakuma M, Suzuki A, Morimoto Y, Ishikawa M Umeda M, Arai 

H(7 名). 

Effects of gender and body weight on fibroblast growth factor 23 

responsiveness to estimated dietary phosphorus. J Med Invest. 63 . 58-62. 

2016. 

Masae S, Yuuka M, Yukie S, Akitsu S, Saaya N, Kanaho N, Sakiko A, 

Makoto I, Hidekazu A(9 名). Availability of 24-h urine collection method 

on dietary phosphorus intake estimation. J Clin Biochem Nutr.  1-5. 2016. 

総説 

氏名 著者名. 書名. 発行所. 発行年. 
単 著 ・ 共 著 ・ 編

著 ・ 分 担 執 筆 の 別  

井上健一郎 

Inoue K. Toxicological biology of particulate matters on 

allergic pulmonary inflammation. Allergic Diseases; 

Recent Advances. 1-7. 2016. 

分担執筆 

田中範佳  
田中範佳. 臨床における看護の実践に寄与する工学との連携 .日

本生活支援工学会誌. 16(2). 9-14. 2016. 
単著 

今福恵子  

今福恵子. 特集/難病患者の災害支援  東日本大震災の実際から

患者・家族、専門職に期待すること . 月刊難病と在宅とケア.   

22(1). 14-18. 2016. 

単著 

 

紀要 

氏名 著者名(著者総数). 論文題名.雑誌名.巻(号).始頁と終頁.発行年. 

古賀 震 

山本智美, 森野智子, 吉田直樹, 古賀震 (4 名). 静岡県中部地区大学生に

おける歯科保健行動の現状と課題 . 静岡県立大学短期大学部研究紀要 .  

第 30 号 . 37-43. 2016. 

 

著書(翻訳を含む) 

氏名 著者名、書名、発行所、発行年 

単著 ・ 共著 ・

編著 ・ 分担 執

筆の 別  

山田紋子 

山田紋子．Ⅳ 看護計画に NANDA-I-NIC-NOC をどの様に

使うのか，②事例の看護計画に NANDA-I-NIC-NOC を活用

する，急性期の事例．黒田裕子(編)，NANDA-I-NIC-NOC

を理解する. 122-146. 医学書院. 2016.   

共著 

田中悠美 

吉本好延 編集. 地域包括ケア時代の脳卒中慢性期の地域リ

ハビリテーション  エビデンスをケアにつなげる . メジカル

ビュー社. 2016. 

共著 

 

 

 



- 64 - 

 

書評・報告書・編注等 

氏名 著者名(著者総数). 論文題名.雑誌名.巻(号).始頁と終頁.発行年. 

古賀 震 古賀震, 石田環, 望月美希(3 名). 健康支援センター活動報告 . 1～30. 2016. 

太田尚子 

北川眞理子, 杉下佳文, 小笹幸子, 名取初美, 太田尚子, 谷口通英, 久保田君

枝 (教育検討委員会  ７名）. カリキュラム改正に伴う大学における助産師

教育課程の教育内容等に関する調査報告. 公益社団法人全国助産師教育協議

会 平成２７年度事業活動報告書 . 1-8. 2016. 

北川眞理子, 太田尚子, 小笹幸子, 名取初美, 杉下佳文, 谷口通英, 高田昌

代, 大原良子, 久保田君枝(教育検討委員会  ９名). 大学院修士課程における

助産師教育のコアとなる高度助産実践能力育成の教育  モデル・コアカリ

キュラム案の検討（中間報告） . 公益社団法人全国助産師教育協議会  平成

２７年度事業活動報告書 . 9-50. 2016. 

冨安真理 
冨安眞理. 在宅パーキンソン病高齢者・家族の療養生活支援のポイント . 臨

床老年看護. 25-30. 2016. 

前野真由美 

前野真由美(7 名). 第 18 回外国人のための無料健康相談と検診会  検診結

果報告. 第 18 回外国人のための無料健康相談と検診会報告集 . 8-17. 2016. 

前野真由美(3 名). 第 18 回外国人のための無料健康相談と検診会  検診会

受診者アンケート集計結果  第 18 回外国人のための無料健康相談と検診会

報告集 18-20. 2016. 

鈴木 恵 

鈴木恵. 磐田地区助産師会による母子災害対策への取り組み . 平成 28 年度 

共同研究助成事業の概要 ふじのくに地域・大学コンソーシアム . 78-84. 

2017. 

田中悠美 

田中悠美. 要介護高齢者の自然排泄移行に向けた訪問看護実践モデル開発に

関する研究. 地域ケアリング . 18(8). 2016. 

田中悠美. 要介護高齢者の自然排泄移行に向けた訪問看護実践モデル開発に

関する研究. 地域ケアリング . 19(2). 2017. 

 

特別講演・招待講演 

氏名 講演のタイトル 学会の名称 
講演 

時間 
開催地 開催日 

古賀 震 

ダニ媒介の重要感染症の現状と

対策－たかがダニ、されどダ

ニ、死亡例が続出！！－ 

災害感染症対

策セミナーin 

SHIZUOKA 

2016 

30 分 静岡市 11/19 

篁 宗一 

知ってたら違った？  当事者が

語る学校メンタルヘルス教育 

リカバリー全

国フォーラム

2016 

150 分  東京 8/27 

学校現場へのメンタルヘスリテ

ラシー（ＭＨＬ）教育プログム

導入に向けて  学校現場へのメ

ンタルヘスリテラシー（ＭＨ

Ｌ）教育プログム導入に向けて  

日本精神保健

看護学会 

2016 

90 分 滋賀県 7/3 
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氏名 講演のタイトル 学会の名称 
講演 

時間 
開催地 開催日 

～効 果的な立ち上げ方  ，進め

方～ 

田中範佳 
臨床における看護の実践に寄与

する工学との連携 

日本生活支援

工学会総会付

設講演会 

60 分 東京都 6/11 

 

教科書の執筆･作成 

氏名 著者名, 冊子名. 巻 . 始頁と終頁. 発行年. 

西川浩昭 
吉田勉, 栗原伸公, 西川浩昭(10 名). 食物と栄養学基礎シリーズ 1 公衆衛生

学. 55-74. 2016. 

太田尚子 

太田尚子. 子どもを亡くした親へのケア. 遠藤俊子編(31 名). 助産師基礎教

育テキスト第７巻  2017 年度版. ハイリスク妊産褥婦・新生児へのケア . 日

本看護協会出版会 . 323-328. 2017. 

中川有加 
中川有加, 遠藤俊子編（31 名） . 助産師教育テキスト第 7 巻ハイリスク妊産

褥婦・新生児のケア . 168-171. 283-293. 2017. 

今福恵子 
今福恵子 (総数 19 名). 標準保健師講座 対象別公衆衛生看護活動 3 第 12

章健康危機管理 災害と保健活動 . 340-357. 2016. 

 

受賞 

氏名 賞名 団体名 

古賀 震 感謝状 日本毛織株式会社 

深江久代 日本看護協会長表彰 日本看護協会 

田中範佳 
平成 27 年度静岡県立大学         

教員活動評価学長表彰 
静岡県立大学 

 

一般発表（口述・ポスター） 

氏名 発表タイトル 学会の名称 
テーマ  

責任者  
開催地  発表日  

西川浩昭 
就労女性の妊娠に向けてのヘル

ス・リテラシーに関する調査 

第 31 回日本 

助産学会学術

集会 

綿引茜 徳島市 3/18 

古賀 震 
静岡県中部地区の大学生におけ

る歯科保健行動の現状と課題 

日本歯科衛生

学会 
山本智美 広島市 9/17 

荒井孝子 

HarveyTM リモート聴診用子

機を用いた診察シミュレーショ

ン教育および評価方法の検討 

日本医学教育

学会 
栗田康生 高槻市 7/29 
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氏名 発表タイトル 学会の名称 
テーマ  

責任者  
開催地  発表日  

荒井孝子 

松浦明美 

正常者の大脳白質における深部

皮質下白質病変に関する研究  

-第 1 報- 既往歴を含む人間ド

ックデータからみた影響 

日本人間    

ドック学会 
天野隆弘 松本市 7/28 

正常者の大脳白質における深部

皮質下白質病変に関する研究  

-第 2 報- 人間ドックデータか

らみた生活習慣に係わる因子の

検討 

日本人間    

ドック学会 
天野隆弘 松本市 7/28 

腹部触診シミュレータの開発 
日本医学教育

学会 
荒井孝子 高槻市 7/29 

篁 宗一 

大学生のメンタルヘルス教育の

開発と評価 

第 75 回日本 

公衆衛生学会

総会 

篁 宗一 大阪府 10/28 

看護実践における疫学・臨床疫

学の機能と役割に関する一提案 

第 75 回日本 

公衆衛生学会

総会 

猫田泰敏 大阪府 10/29 

看護科学における妥当な疫学研

究充実のための主要な検討課題

の整理 

第 36 回日本 

看護科学学会

学術集会 

猫田泰敏 東京都 12/11 

太田尚子 
中川有加 

産後１ヵ月の母親のケア・ニー

ズと助産師による支援に関する

文献検討から今後の課題を    

考える 

第 29 回静岡県

母性衛生学会

学術集会 

伊井 

実季子 
静岡市 9/4 

中学生の娘を持つ母親における

家庭での性教育実施を阻む要因 

第 31 回日本 

助産学会学術

集会 

勝又咲紀 徳島市 3/19 

 

 

 

太田尚子 

 

 

 

静岡県の母乳育児継続率が低い

要因の検討 

ふじのくに  

地域・大学コ

ンソーシアム 

高橋明味 浜松市 2/18 

妊娠末期の身体活動が分娩に  

与える影響 

第 31 回日本 

助産学会学術

集会 

平國淳子 

 
徳島市 3/18 
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氏名 発表タイトル 学会の名称 
テーマ  

責任者  
開催地  発表日  

 

 

 

太田尚子 

第 2 子を迎えた母親の妊娠中か

ら産後 6 か月における育児への

困難 

第 31 回日本 

助産学会学術

集会 

相澤千尋 

 
徳島市 3/18 

助産所助産師が実践している会

陰裂傷予防に関する助産ケア 

第 31 回日本 

助産学会学術

集会 

赤堀早紀 徳島市 3/19 

 太田尚子 

 西川浩昭 

就労女性の妊娠に向けてのヘル

ス・リテラシーに関する調査 

第 31 回日本 

助産学会学術

集会 

綿引茜 徳島市 3/19 

深江久代 

杉山真澄 

保健師のためのクレーム対応研

修プログラム（第３版）の評価

（第１報）－ケースメソッドを

導入しての研修効果－ 

第 75 回日本 

公衆衛生学会 
鈴木知代 大阪 10/28 

保健師のためのクレーム対応研

修プログラム（第３版）評価―

自己効力感の定量的比較 

第 75 回日本 

公衆衛生学会 
伊藤純子 大阪 10/28 

冨安眞理 

中途の重症心身障害児をもつ家

族への訪問看護支援 

せいれい看護

学会 

鈴木   

結美花 
浜松市 9/10 

退院支援・多職種連携に焦点を

当てた事例検討の実施とその  

評価 

日本在宅看護

学会 

秋津   

三枝子 
東京 11/19 

退院支援・多職種連携に焦点を

当てたチーム STEPPS 研修の

地域包括ケアへの応用-平成 27

年度静岡県立大学「ふじのく

に」みらい共育センターCOC

事業を通じて 

医療の質・安

全管理学会 
冨安眞理 幕張 11/19 

高林ふみ代 

水溶性食物せんいは種類によっ

てだけでなく分子量によっても

消化管への作用が異なる 

 
高林 

ふみ代 
仙台市 3/26 

田中範佳 

看護学研究の新たな展開と応用

に向けた取り組み～「ヒト」と

「モノ」に着目して～ 

日本看護研究

学会 
田中範佳 

つくば

市 
8/21 

鈴木琴江 
術後早期イレウス発症に関する

術前のストレスの影響 

医療の質・安

全学会 
鈴木琴江 千葉市 11/19 
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氏名 発表タイトル 学会の名称 
テーマ  

責任者  
開催地  発表日  

  杉山真澄 

行政保健師の産前･産後休暇と

育児休業取得がキャリア形成に

及ぼす影響 
 

杉山眞澄 仙台市 1/21 

濱井妙子 

医療通訳教育における反転授業

（口述） 

第 19 回日本 

医学英語教育

学会学術集会 

大野直子 東京 7/17 

看護学生が身につけておくべき

災害看護能力～災害看護実践者

へのインタビュー調査から～  

(口述) 

日本災害看護

学会第 18 回 

年次大会 

大髙彩 久留米 8/26 

自治体病院対象の医療通訳者ニ

ーズに関する 

実態調査：リスクマネジメント

の観点から (ポスター) 

第 75 回日本 

公衆衛生学会

総会 

濱井妙子 大坂 10/26 

在日ブラジル人学校に通う児童

生徒の栄養調査   (口述) 

 

第 31 回日本国

際保健医療学

会学術大会 

 

加藤由佳 

 

久留米 

 

12/3 

 

全国公立病院対象の医療通訳者

ニーズ調査 (口述) 

第 31 回日本 

国際保健医療

学会学術大会 

濱井妙子 久留米 12/4 

中国人留学生の精神健康とソー

シャル・サポートの関連  (口

述) 

第 31 回日本 

国際保健医療

学会学術大会 

植田哲也 久留米 12/4 

双方向型学習コンテンツとアク

ティブ・ラーニング：moodle

を用いた医療通訳コースの構築

と実践 

日本ムードル

ムート 2017 

栃木大会 

加藤純子 栃木 12/18 

糸川紅子 

在宅医療の場における専門性の

高い看護師による 

実践モデルの検討 

第 31 回日本 

がん看護学会 
糸川紅子 高知市 2/5 

前野真由美 
外国人無料検診会における初回

受診者の特性 

   

31

 

前野 

真由美 
和光市 5/21 

今福恵子 

冨安眞理 

もやもや病と家族の地域防災訓

練への参加を促進する要因  
今福恵子 北海道 8/26 
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氏名 発表タイトル 学会の名称 
テーマ  

責任者  
開催地  発表日  

三﨑健太郎 

Adverse Effects of DEP and 

Nanomaterials on      

Bacteria-Induced Pulmonary 

Disorder（ポスター） 

The 8th 

Congress of 

the 

International 

Federation of 

Shock 

Societies 

井上 

健一郎 
東京都 10/5 

鈴木和香子 

20 歳から現在の体重増加によ

る肥満に対する家庭環境の影響        

J-MICC Study 静岡・桜ケ丘

地区 

日本疫学会学

術集会 

鈴木 

和香子 
甲府市 1/25 

摂食速度とメタボリックシンド

ロームリスクの関連における交

絡要因の検討：JMICC  静

岡・桜ヶ丘地区 

日本疫学会学

術集会 
烏 仁 甲府市 1/25 

鈴木 恵 
磐田地区助産師会による母子災

害対策への取り組み(口述) 

ふじのくに地

域・大学  

フォーラム 

 

鈴木 恵 浜松市 2/18 

望月友美子 
産業看護活動における困難と  

その関連要因 

平成 27 年度 

日本産業衛生

学会 

東海地方会 

望月 

友美子 

名古屋

市 
11/14 

 

国内共同研究の状況 

氏名 
年度（研

究期間） 
研究テーマ 共同研究者（所属） 役割 

西川浩昭 
2013～  

2018 

週 1 回の運動がもたらす大学生

のメンタルヘルス改善効果の  

分析 

加藤知己(東京電機

大学・未来科学部) 

企画・ 

助言 

古賀 震 

2016～

2017 

ライフスタイルと生活習慣病と

血圧コントロールに関する研究 

園木孝志(和歌山県

立医科大学・教授), 

他 8 名 

代表 

2016～

2017 

肺炎の原因と早期診断および治

療の分子マーカーに関する研究

（継続） 

熊谷裕通(食品栄養

科学部・教授),    

他 7 名 

代表 

2016 

静岡県立大学・同短期大学部に

おける感染症（麻疹・B 型肝

炎・インフルエンザ・輸入感染

症など）に対する現状の調査と

山田浩(食品栄養科

学部・教授・健康支

援センター長),有泉

祐吾、漁田俊子、

代表 
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氏名 
年度（研

究期間） 
研究テーマ 共同研究者（所属） 役割 

感染症予防対策の構築に関する

研究（継続） 

佐々木隆志(短大

部・教授),他 5 名 

2016 
統合的ノビレチン研究：基盤プ

ラットホームの構築 

菅敏幸(薬学部・医

薬品製造科学教室・

教授),他 18 名 

分担 

2016～

2017 

脱水検査布を組み込んだ新しい

紙おむつに関する研究 

福井慎二(日本毛織

株式会社研究開発セ

ンター開発室), 

他 2 名 

代表 

2016～

2017 
生活習慣病と睡眠に関する研究 

大西徳幸(JNC 株式

会社横浜研究所), 

他 5 名 

代表 

2016～

2017 

生活習慣病特にメタボリック症

候群、糖尿病、喫煙、飲酒、脂

肪肝と網膜所見との関連 

大西徳幸(JNC 株式

会社横浜研究所), 

他 5 名 

代表 

篁 宗一 2016 

平成 28 年東京医科大学医学部

看護学科共同研究費助成研究 

『親亡き後』の精神障害者の生

活に関する親族の不安の解明 

吉岡京子(東京医科

大学), 蔭山正子(大

阪大学) 

実調

査、分

析 

冨安眞理 2016 

希少難治性脳・脊髄疾患の歩行

障害に対する生体電位駆動型下

肢庄着型補助ロボット（HAL-

HN01）を用いた新たな治療実

用化のための多施設共同医師主

導治験の実施研究 

松田 純 
研究協

力者 

田中範佳 

2016 
非接触モニタリングデバイスに

関する研究 

中山洋(静岡県工業

技術研究所富士工業

技術支援センター) 

臨床試

験に関

する 

担当 

2016 

非接触モニタリングデバイス・

Intercommunication system

を用いた看護・医療提供に関す

る実証研究 

林尚三(公益社団法

人有隣厚生会富士病

院) 

臨床試

験に関

する 

担当 

糸川紅子 
2016～

2017 

ストーマ保有者の Simple ケア

による実態調査 

（静岡県立静岡がんセンターと

の共同研究） 

谷口貴子・森岡直子 

（静岡県立静岡がん

センター） 

データ

分析 

佐藤瑠美 
2016～

2017 

コミュニティの連帯の概念 

―静岡市住民のライフストーリ

梅原浩司（近畿大

学） 
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氏名 
年度（研

究期間） 
研究テーマ 共同研究者（所属） 役割 

ーとコミュニティの歴史的文脈

から－ 

松浦直毅（静岡県立

大学） 

 

三﨑健太郎 

2012～  
様々な遺伝毒性試験法による環

境リスク評価 

松田知成（京都大

学） 

遺伝毒

性試験

の適用 

2011～  
AhR を介した多環芳香族化合

物の毒性に対する評価研究 

高村岳樹（神奈川工

科大学） 

PACs

による      

毒性パ

ターン

評価 

影山葉子 
2012～

2017 

グローバル時代におけるアメリ

カン・リベラルな個人像の脱主

体化に向けて－フェミニズム /

ケア/母的文化 

岡野八代（同志社大

学） 
 

山田貴代 

高木 静 
2016～  

妊婦健診の思考・判断力に関す

る評価課題と評価基準表（ルー

ブリック）の開発および有用性 

東野定律(静岡県立

大学) 

データ

分析 

岩本真弓 2016 

発達障害児に対する１歳６ヶ月

児健診からの支援プログラムの

検討 

研究代表者：江口晶

子（順天堂大学） 

データ

収集 

 

(2) 外部資金受け入れ 

外部資金：(A) 文部科学省科学研究費、(B) 他の省庁、地方公共団体研究費、 

     (C) 財団研究費、(D) 受託又は委託研究費、(E) 奨学寄付金 

氏名 外部資金の種類 研究課題名 
受領総額

単位 : 千円  

代表分

担の別  

井上健一郎 A 
基盤研究 

(S) 

環境学、医学の両方向からアレルギー

の制圧・撲滅をめざす総合的、系統的

研究 

4,000 分担 

西川浩昭 

A 
基盤研究 

(C) 

看護教育におけるインシビリティー尺

度の開発 
150 分担 

A 
基盤研究 

(A) 

高大接続改革の下での新しい選抜方法

に対する教育測定論・認知科学・比較

教育学的評価 

231 分担 

古賀 震 D  
脱水検査布を組み込んだ新しい紙おむ

つに関する研究 
1,000 代表 
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氏名 外部資金の種類 研究課題名 
受領総額

単位 : 千円  

代表分

担の別  

古賀 震 E 

公益財団法

人 SBS 静

岡健康増進

センター 

血液検査および画像データと臓器障害

（特に肺、腎、肝など）の病態解析に    

関する研究                                                                 

660 代表 

荒井孝子 A 
基盤研究 

(C) 

正常者の MRI 大脳白質所見に影響を及

ぼす健康阻害因子に関する研究 
4,160 代表 

篁 宗一 

A 
基盤研究

（B） 

高校生のメンタルヘルスリテラシー   

教育の開発と効果評価 
1,200 代表 

A 挑戦的萌芽 

幼児と保護者・教員を対象としたメン

タルヘルス教育の開発に関する縦断評

価 

800 代表 

太田尚子 C 

ふじのくに

地域・大学

コンソーシ

アム 

静岡県の母乳育児継続率が低い要因の

検討 
200 代表 

深江久代 A 
基盤研究 

(C) 

住民クレームを活用した公衆衛生看護

管理能力向上のための教育プログラム

の開発 

4,160 分担 

冨安眞理 D 

静岡県立大

学 知の拠

点事業平成

28 年度  

地域貢献  

プロジェク

ト研究 

地域ケア会議における効果的な多職種

連携を促進するプログラム開発- チーム

としてのパフォーマンス向上を目的と

したチーム STEPPS を活用した教材 

作成- 

390 代表 

田中範佳 A 
若手研究

(B) 

術前の循環動態安定化を目指したウェ

アラブル生体情報センサの開発 
2,860 代表 

中川有加 C 

ふじのくに

地域・大学

コンソーシ

アム 

中学生のための命を考える性教育 200 代表 

今磯純子 A 
基盤研究

（B） 

看護臨床アセスメントモデルの構築な

らびに実践能力育成に向けた学際的実

証研究 

100 分担 

濵井妙子 

A 挑戦的萌芽 

外国人患者・医療者・通訳者間におけ

るリスク・コミュニケーションに関す

る実証研究 

1,000 代表 

A 
基盤研究 

(C) 

介護老人福祉施設の看取りケアを遺族

が評価する評価尺度の開発 
1,300 分担 
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氏名 外部資金の種類 研究課題名 
受領総額

単位 : 千円  

代表分

担の別  

佐藤瑠美 C 

ふじのくに

地域・大学

コンソーシ

アム 

教育への活用を通じた静岡県の在来作

物の保全と継承に関する総合的研究 
1,305 分担 

今福恵子 

A 
基盤研究 

(C) 

介護施設における「福祉避難所機能」

調査と運営支援に係る「研修教材」開

発 

100 分担 

C 

勇美財団 

研究助成   

一般公募 

後期 

軽度要介護者への訪問看護の利用者の

評価と訪問看護師の支援要素の検討 
700 分担 

三﨑健太郎 A 
若手研究

(B) 

AhR を介したアレルギー増悪に関わる

多環芳香族化合物の探索とその作用   

機序の追跡 

3,900 代表 

松浦明美 A 
基盤研究 

(C) 

正常者の MRI 大脳白質所見に影響を   

及ぼす健康阻害因子に関する研究 
200 分担 

佐藤 唯 A 
若手研究

(B) 

中堅看護師におけるメンタルヘルスの

自己管理向上に向けた役割付与に関す

る研究 

1,040 代表 

影山葉子 A 挑戦的萌芽 

身体フェミニズム理論の構築－性暴力

批判と女性の具体的なエンパワーメン

トに向けて－ 

100 分担 

鈴木 恵 C 

ふじのくに

地域・大学

コンソーシ

アム 

磐田地区助産師会による母子災害対策

への取り組み 
230 代表 

田中悠美 A 
若手研究

(B) 

要介護高齢者の自然排泄移行に向けた

訪問看護実践モデル開発のための基礎

的研究 

130 代表 

(3) 平成 28 年度学部研究推進費等 

 

◎平成 28 年度学部研究推進費 

 

区分 1 教育推進 

代表者氏名 テーマ 
決定額計

（千円） 

金澤寛明 
看護教育における初年度科学教育と専門教育の連携に     

ついて 
1,399 

金澤寛明 コンケン大学看護学部国際交流に関する研究  1,573 
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古賀 震 
静岡県立大学・同短期大学部における感染症に対する現状

の調査と感染症予防策の構築に関する研究  
735 

渡邉 順子 
看護 SP エデュケーショナルプロジェクトによるナーシン

グスキル促進効果の検討 
1,302 

 

 

 

 

 

区分 3 独創的・先進的研究 

氏名 テーマ 
決定額計

（千円） 

金澤寛明 看護教育拡充に係る教育・研究環境の整備  1,020 

太田 尚子 

冨安 眞理 

地域住民と地域の看護者との交流を生かした看護者基礎

教育の推進 
1,000 

 

◎平成 28 年度教員特別研究推進費 

 

区分 1 教育推進 

氏名 テーマ 
決定額計

（千円） 

西川浩昭 

新テスト導入を見越した看護学部入試の検討  380 

臨地実習生の質の確保のための看護系大学共用試験の実

用化の検討 
420 

荒井孝子 
臨床におけるヘルスアセスメント能力開発のための基礎

教育及びシミュレーション教材の開発  
480 

山田紋子 
成人看護学領域で必要とされる看護実践能力獲得に関す

る教育プログラムの評価 
310 

篁 宗一 
大学生を対象としたメンタルへルスリテラシー教育プロ

グラムの開発 
650 

濱井妙子 海外研修・国際保健医療協力活動の推進啓発の取り組み  200 

倉本  直樹 
看護基礎教育における輸液技術教育のミニマム・  

エッセンシャルズに関する研究 
550 

 

区分 2 地域振興 

氏名 テーマ 
決定額計

（千円） 

井上健一郎 
大気汚染に含まれる化合物のアレルギー悪化に関する研

究 
540 
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青木  和惠 
Simple ケアにおけるストーマ周囲皮膚障害の 

発生状況 
570 

高林ふみ代 
寒天の食物せんい（アガロース）はメチルセルロースと

同様に胃粘液を増加させるか検討する  
210 

安田  真美 
Dementia  Care  Mapping(DCM)を用いた認知症 

介護職員研修プログラムの効果の検証  
340 

杉山  眞澄 
育児休業中の行政保健師へのキャリア形成  

支援に関する研 
500 

三﨑健太郎 
AhR を介した喘息増悪に寄与する多環芳香族化合物のス

クリーニングとその作用機構の解明 
350 

佐藤   唯 
中堅看護師の内的環境が役割に対する「やりがい  

感」と「負担感」の同時認知に与える影響  
500 

石切山  千恵 
入院患者が入院中に捉える患者と家族の  

関係に関する文献検討 
130 

鈴木和香子 
看護系大学が実施する特別支援学校の看護師研修の効果

とそのニーズ 
190 

鈴木  恵 
分娩第Ⅰ期におけるシミュレーション教育  

プログラムの検討 
400 

岩本真弓 親の養育力向上のアプローチに関する検討  350 

望月友美子 静岡県における産業看護職のネットワーク構築の現状  190 

 

 

 

 

 

 

(4) 平成 28年度 海外研修活動 

氏名 事業の名称または目的 
研修期間

（日数） 
研修先  

荒井孝子 
AMEE2016（An International Association 

For Medical Education） 
5 日 バルセロナ 

今磯純子 

コンケン大学との協定書締結関連と平成 29 年

度より開始予定の看護学部国際保健・看護実習

承諾書の同意と視察 

11/13～

11/18 

(6 日間) 

タイ王国のコ

ンケン大学 
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VIII. 学部・研究科としての社会貢献 

1） 国・地方自治体における活動 

 

氏名 公的機関名 活動内容 任期 

西川浩昭 
沼津市 開発審査会委員 2014/11～2016/10 

東伊豆町 健康づくり推進委員会委員 2016/10～2017/3 

山田紋子 

静岡県立総合病院 
臨床研究倫理審査委員会 

外部委員 
2016/4～2017/3 

静岡県立総合病院 

看護部 

臨床研究倫理審査委員会 

外部委員 

2016/4～2017/3 

静岡済生会総合 

病院 

地域医療支援病院運営委員会 

委員 
2016/4～2017/3 

篁 宗一 浜松市 介護認定審査会委員 2016/4～2017/3 

深江久代 

静岡市 介護認定審査員 2015/4～2017/3 

静岡市 
静岡市立静岡病院地域医療支援

委員会委員 
2016/4～2018/3 

静岡市 
静岡市立清水病院地域医療支援

委員会委員 
2016/4～2018/3 

冨安眞理 

伊豆市 
伊豆市在宅医療連携推進協議会 

アドバイザー 
2014/4～2017/3 

静岡市 
静岡市在宅医療・介護連携協議

会委員 
2014/8～2017/3 

厚生労働省 
厚生労働省医政局保健師助産師

看護師試験員 
2014/4～2017/3 

厚生労働省 

厚生労働省医政局医道審議会専

門委員(保健師助産師看護師分科

会員) 

2015/3～2017/3 

長澤利枝 

静岡市 
静岡市自殺対策連絡協議会 

（委員長） 
2014/2～2017/3 

静岡県 
静岡県専任教員養成講習会運営

委員会 
2016/9～2018/3 

今磯純子 静岡市 保健所運営協議会委員 2016/7～2017/6 

前野真由美 
静岡県多文化共生

審議会 
静岡県多文化共生審議会委員 2015/5～2017/4 

永谷実穂 
焼津市介護保険 

審査会 
委員 2014/4～2016/3 
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氏名 公的機関名 活動内容 任期 

今福恵子 

静岡 
障害程度区分認定等審査会委員 

座長 
2015/4～2017/3 

社会福祉法人静岡

県社会福祉協議会 

静岡県災害福祉広域支援ネット

ワーク アドバイザー 
2016/9～2017/3 
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2） 学会・職能団体等の役員・評議会・委員会活動 

 

氏名 学会・職能団体 役職名 任期 

井上健一郎 

日本 Shock 学会 評議員 2015/4～2016/3 

日本エンドトキシン・自然免

疫研究会 
理事 2015/4～2016/3 

西川浩昭 日本民族衛生学会 評議員 1994/11～  

古賀 震 

国際血栓止血学会 委員 1998/4～2018/3 

日本血栓止血学会 

評議員 1999/4～2018/3 

DIC 検討部会委

員・委員 
1998/4～2018/3 

SPC 委員会・委員 2013/4～2018/3 

日本臓器保存生物医学会 評議員 1991/4～2018/3 

日本血液学会 代議員 1985/4～2018/3 

日本検査血液学会 評議員 2004/4～2018/3 

日本検査血液学会東海・静岡

支部 
支部・役員/評議員 2010/4～2018/3 

日本臨床検査医学会 委員 1987/4～2018/3 

日本臨床血液学会 委員 1985/4～2018/3 

日本生化学会 委員 1988/4～2018/3 

日本動脈硬化学会 委員 1994/4～2018/3 

日本内科学会 委員 1988/4～2018/3 

日本輸血/細胞療法学会 委員 1993/4～2018/3 

日本血管細胞生物学会 委員 1994/4～2018/3 

日本心血管作動物質学会 委員 1994/4～2018/3 

荒井孝子 
国際医療福祉大学大学院特定

行為研修管理委員会 
外部委員 2015/10～2016/3 

山田紋子 日本看護診断学会 

評議員・広報委

員・ 

専任査読委員 

2013/8～2016/7 

篁 宗一 日本学校メンタルへルス学会 評議員 2016/4～2017/3 

太田尚子 

一般社団法人日本助産学会 専任査読委員 2015/4～2017/3 

一般社団法人日本助産学会 代議員 2016/3～2018/3 

公益社団法人日本看護科学学

会 

和文誌専任査読委

員 
2015/4～2017/9 

公益社団法人全国助産師教育

協議会 

教育検討委員会委

員 
2015/7～2017/6 

静岡県母性衛生学会 理事 2016/4～2018/3 
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氏名 学会・職能団体 役職名 任期 

聖路加国際大学ペリネイタ

ル・ロス研究会 
代表 2009/4～2017/3 

聖路加国際大学研究センター        

「天使の保護者ルカの会」 
代表 2004/9～2017/3 

駿河生涯学習センター 

（来てこ）運営委員会 
委員 2016/8～2018/3 

深江久代 

静岡県中部看護専門学校 
教育課程編成委員

会 
2016/4～2017/3 

ＮＰＯ法人静岡難病ケア市民

ネットワーク 
副理事長 2008/6～2018/5 

静岡県看護師等養成機関連絡

協議会 
監事 2016/4～2017/3 

冨安眞理 せいれい看護学会 評議員 2013/3～2017/3 

田中範佳 

STTI 学会査読委員 2015/4～2017/3 

Virginia Henderson Global 

Nursing e-Repository, STTI 
査読委員 2015/4～2017/3 

鈴木琴江 日本看護学教育学会 評議員 2016/4～2020/3 

中川有加 

一般社団法人日本助産学会 編集委員会委員 2014/3～2018/3 

日本助産評価機構 評価員 2016/9～2018/3 

桶谷式乳房管理法研鑽会 
研究倫理審査委員

会委員 
2016/4～2018/3 

杉山真澄 静岡県保健師会 副会長 ～2016/4 

 濱井妙子 

日本民族衛生学会 評議員 2016/1〜2018/3 

日本公衆衛生学会 
公衆衛生学会認定

専門家 
2011/1〜2017/3 

管原清子 
静岡県看護協会 学術推進委員 2016/4～2017/3 

静岡市立清水看護専門学校 教育課程編成委員 2016/4～2017/3 

前野真由美 
外国人のための無料健康相談

と検診会 
事務局長 2016/4～2017/3 

今福恵子 

せいれい看護学会 評議委員 2016/4～2017/3 

難病のこども支援全国ネット

ワークがんばれ共和国  川根

キャンプ  

実行委員 2016/4～2017/3 

鈴木和香子 

リレー・フォー・ライフジャ

パン静岡  
実行委員 2016/4～2017/3 

難病のこども支援全国ネット

ワークがんばれ共和国  川根

キャンプ  

実行委員 2016/4～2017/3 
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3） 学会・シンポジウム等の主宰 

氏名 学会名 
委員長/ 

委員 
開催日 開催地 

参加者人

数 

古賀 震 

日本検査血液学会静岡支

部総会／学術講演会 
委員 3/18 静岡市 49 人 

災害感染症対策セミナー 

in SHIZUOKA 2016 
委員 11/19 静岡市 70 人 

太田尚子 

ペリネイタル・ロス看護

者研修プログラム：ワー

クショップ 

委員長 9/3-4 静岡 24 

ペリネイタル・ロス看護

者研修プログラム :  フォ

ローアッププログラム 

委員長 2/11 静岡市 6 

管原清子 静岡県看護学会 委員 1/12 静岡市 381 

 

4） 雑誌編集関連委員 

 

氏名 雑誌名 委員長/ 委員 

井上健一郎 Biomedical Research 委員長 

西川浩昭  日本テスト学会誌 委員長 

篁 宗一  日本学校メンタルへルス学会誌 委員 

冨安真理  在宅看護学会誌  委員 

中川有加  日本助産学会誌編集委員会  委員 

 

 

5） 雑誌の査読 

 

氏名 雑誌名 本数 

井上健一郎 
Journal of Immunotoxicology 1 

Toxicological Letters 1 

西川浩昭 日本テスト学会誌 1 

古賀 震 日本血栓止血学会 2 
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氏名 雑誌名 本数 

日本検査血液学会 2 

篁 宗一 日本学校メンタルへルス学会誌 3 

太田尚子 

日本助産学会誌 1 

第 31 回日本助産学会学術集会演題

抄録査読 
2 

冨安真理 在宅看護学会誌 2 

高林ふみ代 
Bio Medical Reseach 

International 
1 

中川有加 
日本助産学会誌 2 

助産雑誌 1 

今磯純子 
Human Resources for Health 1 

Health 1 

今福恵子 

日本在宅看護学会誌 1 

第 6 回日本在宅看護学会学術集  

演題抄録査読 
6 

三﨑健太郎 Cancer Informatics 1 
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6） 専門領域の特別講演、セミナー講師、パネラー等 

 

氏名 講演等のタイトル 依頼団体名等 開催地 開催日 

山田紋子 

看護部認定 NNN 指導看護師養

成コース 
聖隷浜松病院 浜松市 

6/25,7/23, 

9/3,11/14, 

12/3 

交流セッションⅢ 

「終末期事例の看護計画に

NANDA-I 看護診断、NIC(看護

介入分類)、NOC(看護成果分

類)を使う－看護アセスメント

プロセスを経て－」 

第 22 回日本看

護診断学会 

学術大会 

福岡市 7/2 

救急看護認定看護師教育課程 

「看護過程と看護診断」 
東海大学 

伊勢原

市 
10/1 

看護職員実習指導者等講習会 

「領域別実習指導  成人看護」 
静岡県看護協会 静岡市 10/18 

第 20 回 NDC セミナー 

「NANDA-I-NIC-NOC を現場

で活用しよう」 

看護診断研究会 
東京都

渋谷区 
10/22 

NANDA-NOC-NIC の理解 
NTT 東日本関

東病院 

東京都

品川区 
10/10,12/8 

NANDA-NOC-NIC の理解 
東海大学医学部

付属病院 

伊勢原

市 
1/21,1/28 

篁 宗一 研究発表会講評 
公益財団法人復

康会 
沼津市 2/11 

太田尚子 

第８回ペリネイタル・ロス看護

者研修プログラム :ワークショ

ップ 

東アジアグリー

フの集い実行委

員会 

北九州

市 
7/2,7/3 

助産師クリニカルラダーレベル

Ⅲステップアップ  研修：周産

期領域での倫理的課題 

静岡県看護協会 静岡市 7/23 

ペリネイタル・ロス看護者研修

プログラム：ワークショップ 

聖路加国際大学

ペリネイタル・

ロス研究会 

静岡市 9/3,9/4 

第８回ペリネイタル・ロス看護

者研修プログラム：フォローア

ッププログラム 

東アジアグリー

フの集い実行委

員会 

北九州

市 
11/5 
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氏名 講演等のタイトル 依頼団体名等 開催地 開催日 

平成 28 年度周産期医療研修会

３：周産期に子どもを亡くした

家族へのケア 

社会福祉法人恩

賜財団母子愛育

会総合母子保健

センター 

東京 11/18 

ペリネイタル・ロスで子どもを

亡くした家族へのケア 
静岡赤十字病院 静岡市 12/21 

ペリネイタル・ロスの看護 広島県看護協会 広島市 2/4 

ペリネイタル・ロス看護者研修

プログラム:フォローアッププ

ログラム 

聖路加国際大学

ペリネイタル・

ロス研究会 

静岡市 2/11 

深江久代 

静岡市新任期保健師研修「地区

診断」 
静岡市 静岡市 7/5 

富士市地区活動研修「地区診断

を活用した計画策定」 
富士市 富士市 

5/26、7/21、

10/31、

12/22、2/27 

富士宮市地区活動研修「地区診

断を活用した地区活動」 
富士宮市 

富士宮

市 

8/17、9/29、

12/29 

冨安真理 

看護研究 講師 

独立行政法人地

域医療推進機構 

桜ヶ丘病院  

静岡市 2/24 

トピックス研修 講師 

静岡てんかん・

神経医療センタ

ー 

静岡市 2/10 

看護職員実習指導者等講習会 

領域別実習指導（在宅）－在宅

看護論－ 

静岡県看護協会 静岡市 10/12 

静岡市医療・介護専門職のため

の研修会 ファシリテーター                   

ご本人やご家族が『よかった』

と言える在宅医療をめざして－

がん終末期患者を最期まで支え

るために- 

静岡市・静岡市

在宅医療・ 介

護連携協議会 

静岡市 12/11 

伊豆市 在宅医療連携推進事業   

多職種連携研修会  ファシリテ

ーター 

伊豆市 伊豆市 
7/22, 11/25, 

1/20 

平成 28 年度 伊豆市 在宅医

療連携推進事業 看・看連携研

修会 ファシリテーター 

伊豆市 伊豆市 

6/24, 10/14, 

10/15, 2/17 
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氏名 講演等のタイトル 依頼団体名等 開催地 開催日 

田中範佳 

臨床実習指導者育成研修講師 
静岡県立静岡が

んセンター 
三島市 8/19 

看護実践に寄与する看護研究 

静岡てんかん・

神経医療センタ

ー 

静岡市 11/10 

杉山真澄 

第 3 回および第 4 回 資質向上

研修会 
静岡県保健師会 

掛川市 

沼津市 
10/3、10/5 

管内地域保健･医療･福祉活動研

究会 

静岡県富士健康

福祉センター 
富士市 1/29 

管原清子 
平成 28 年度実習指導者等講習

会「看護過程」講師 
静岡県看護協会 静岡市 

10/7、

12,19,26 

糸川紅子 研修講師 
静岡県対がん協

会 
静岡 12/17,1/28 

福島恭子 

 

産科における医療事故と助産師

の役割 

静岡県立大学看

護同窓会助産師

部会 第 3 回 

講演会 

静岡市 8/31 

佐藤瑠美 

静岡市新任期保健師研修会 静岡市 静岡市 6/28 

静岡市保健師研修会「地域診

断」 
静岡市 静岡市 

6/27,8/26,12/

16,3/10 

今福恵子 

災害発生後パーキンソン病患

者・家族の避難生活について 

パーキンソン病

友の会静岡県支

部 

三島市 9/22 

看護研究 講師 

独立行政法人地

域医療推進機構 

桜ヶ丘病院  

静岡市 2/24 

石川 真 
施設内研修「高齢者に多い病

気」 

特別養護老人ホ

ーム 久能の里 
静岡市 8/6 

鈴木和香子 

特別特別支援学校における医療

的ケアについて 

静岡県立吉田特

別支援学校 
吉田町 6/30 

特別特別支援学校における医療

的ケアについて   

静岡県立富士特

別支援学校 
富士市 8/1 

特別支援学校看護師研修 
静岡県教育委員

会 
静岡市 3/24 

岩本真弓 

 
静岡市新任期保健師研修の実施 静岡市 静岡市 

2016/6～

2017/3 
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氏名 講演等のタイトル 依頼団体名等 開催地 開催日 

静岡市清水保健福祉センター開

催の精神保健事例検討会 
静岡市 静岡市 

（2016/4～

2017/3）に  

4 回 

望月友美子 静岡市新任期保健師研修の実施 静岡市 静岡市 
9/23, 12/15, 

3/10 

安藤継子 静岡市新任期保健師研修の実施 静岡市 静岡市 
9/23, 12/15, 

3/10 

 

 

 

7） 新聞等のメディアへの掲載・出演 

  
    

 

/    

 

  

 

篁 宗一  

「心の元気を取り戻す（７）不

調の気づき、学ぶ授業、思春

期、一人で悩まず相談」  

日本経済新聞  全国版  12/6 夕刊 

太田尚子  
ペリネイタル・ロスのケアを考

える 

西日本新聞社

/yahoo ニュース

(Web) 

全国版  10/1 

濵井妙子  

 リトルベビーハンドブックの

発展を考えるつどい  

NHKおはよう  

静岡 
地方版   12/21 

県内発 低出生体重児の母子手

帳 全国普及、改訂へ始動  
静岡新聞  地方版  12/21 

鈴木 恵  災害時の母子支援連携  静岡新聞  地方版  3/18 

8） COC 事業 

氏名 活動の種類と活動内容の説明  

冨安真理  

COC 知の拠点事業みらい共育センター主催                                                      

「退院支援と多職種連携～病院から在宅へ切れ目のない医療を目指して～」  

企画・運営 2017/2/11 

糸川紅子  地（知）の拠点（COC）整備事業 健康フェスタ 2/26 

前野真由美  

平成 28 年度地（知）の拠点整備事業  地域を志向した研究「医療通訳への

入り口としてのお話しボランテァイ-外国人入院患者のストレス緩和を目指

して 2016/7/11～3/31 

田中悠美  

平成 28 年度 地（知）の拠点事業として、平成 29 年 2 月 11 日に開催され

た清水区高部・飯田庵原圏域の専門職を対象とした「退院支援・多職種連

携」研修会の運営を担当  
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9） その他活動 

氏名 活動の種類と活動内容の説明 

古賀 震 
特許出願中①特願 2016-075177 『尿中ケトン体検出紙オムツ』 

特許出願中②特願 2016-136699 『体液中成分検出試験紙』 

太田尚子 

永谷実穂 

福島恭子 

高木静 

山田貴代 

中川有加 

鈴木恵 

ひよこママのサプリ講座第１回～４回、バディプロジェクト・看護学部

共催、2016/10/6,13,20,27 

太田尚子 
天使の保護者ルカの会、運営、聖路加国際大学研究センター、      

2016/4～2017/3 

深江久代 

第 75 回日本公衆衛生学会 自由集会企画運営 10/17 

クレームを活用した保健師のスキルアップ研修会実施 9/22 

難病患者支援のための研修会実施 5/28、7/26、9/27、10/25、11/22、2/7 

冨安真理 
静岡市在宅医療推進モデル事業 清水区飯田庵原・高部地区モデル的圏

域会議 参加   2016/11～2017/3        

濵井妙子 

 

外国人のための無料相談会と検診会のボランティア (2016/11/13) 

第 1 回リトルベビーハンドブック(LBH)の発展を考えるつどい

（2016/12/20) 

医療拠点病院整備にむけた情報提供（2016/8/24～25） 

前野真由美 

第 19 回外国人のための無料健康相談と検診会の開催          

日時：2016 年 11 月 13 日 場所：静岡済生会総合病院             

    役割：実行委員事務局長                    

内容：①ポルトガル語、スペイン語、英語等カルテ等準備               

      ②医療・通訳・市民ボランティアの役割分担や配置等行う   

永谷実穂 
健康支援センタ―（小鹿キャンパス）にて女性健康相談室        

毎月１回実施  (H23 年度～現在) 

鈴木和香子 

静岡在宅重心ネットワーク会議 会員 

人工呼吸器をつけた子の親の会（バクバクの会）  賛助会員 

全国心臓病の子どもを守る会  静岡地区 賛助会員 

静岡キッズネットワーク 会員（静岡の小児看護を考える会） 

鈴木 恵 磐田地区助産師会  災害対策の勉強会企画  

高木 静 静岡市助産師会 産後ケア事業ワーキンググループ 
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氏名 活動の種類と活動内容の説明 

酒井知子 

健康づくりワーキンググループ主催                                

「退院支援と多職種連携～病院から在宅へ切れ目ない医療を目指して

～」運営参加（2/11） 

静岡市在宅医療推進モデル事業                                 

清水区飯田庵原・高部地区モデル的圏域会議  参加 

（2016/11～2017/3） 

10） 公開講座等の開催状況    

 講義は地域への開放と共に学ぶ機会の提供を目的とし、公開可能な講義を公開し

た。開催時期、テーマ、講師、参加者数は、次表(表Ⅵ-6-2)の通りである。 

 

表Ⅵ- 6- 2 H28 年度特別講義実施状況 

  
開催日  テーマ  講師 

参加 

人数 

1 
7/ 1

（金）  
SPに学ぶ看護面接トレーニングの実際 

篠﨑惠美子  
( 人間環境大学看護学部 )  

岩倉加代子 
( 名古屋大学 SP研究会 )  

140 

2 
7/ 8

（金）  
SPに学ぶ身体診察トレーニングの実際 

篠﨑惠美子  
( 人間環境大学看護学部 )  

岩倉加代子 
( 名古屋大学 SP研究会 )  

142 

3 
9/ 9

（金）  

看 護 管 理 フ ォ ー カ ス ・ レ ク チ ャ ー                                                      

「看護組織、看護サービスの質評価、看護管理

者の役割等について」 

吉村浩美  
( 聖隷三方原病院 )  

18 

4 
9/ 15

（木）  

米 国 で 看 護 師 に な る に は ？                        

－日本の看護師国家試験と米国の看護師資格

試験（NCLEX）との違い－ 

竹熊カツマタ麻子  
( 聖アンソニーメディカルセ

ンター  米国 )  

117 

5 
9/ 15

（木）  
米国における看護研究のトレンド 

竹熊カツマタ麻子  
( 聖 ア ン ソ ニ ー メ デ ィ カ ル セ

ンター  米国 )  

30 

6 
9/ 20

（火）  
へき地・離島から日本の医療を変える 

小田切幸平 
( 名瀬徳洲会病院産婦人科 )  

124 

7 
9/ 20

（火）  

へき地・離島でも安心・安全・最高の産科医療

を提供するために～結いの心を通じて～ 

小田切幸平 
( 名瀬徳洲会病院産婦人科 )  

59 

8 
10/ 7

（金）  
急性期病院における認知症高齢者看護の実際  

吉村浩美 
( 聖隷三方原病院 )  

172 

9 
10/ 14

（金）  

人 類 初 の が ん 免 疫 療 法                      

－長生きできるがん治療法－ 

清原祥夫 
( 静岡県立静岡がんセンター )  

60 

10 
11/ 2

（水）  

 － 肺 癌 の 外 科 治 療 と 分 子 標 的 薬 治 療 －                                

－高齢者の誤嚥性肺炎とつまずいて骨折をへ

らそう－ 

千原幸司 
( 静岡市立静岡病院 )  

33 
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11 
11/ 4

（金）  

地域で暮らす神経難病者と家族の療養生活支

援 

川村佐和子 
( 聖隷ｸﾘｽﾄﾌｧｰ大学大学院)  

184 

12 
11/ 7

（月）  

重症心身障害児（者）へのリフレクソロジー           

－家族やスタッフが行う日常ケアとして－  

西野厚子 
( ヘルス&リラッ クスサロン 西

野 )  

166 

13 
12/ 12

（月）  
最新の母子保健事業の動向と児童虐待予防  

中板育美 
( 日本看護協会)  

194 

14 

 
12/ 14（水） 

院 内 急 変 へ の 対 応                         

－前兆と早期発見と RRS（Rapid Response 

System）－ 

野々木宏 

( 静岡県立総合病院 )  
64 

15 

 
1/ 24( 火）  

こころの健康を維持・回復する                                                                             

－元気回復行動プラン・WRAPってなんだろ

う？－ 

増川ねてる 

( 地 域 活 動 新 セ ン タ ー は え る

野 )  

166 

 

 

11） 高大連携事業 

今年度は静岡県内の 15 校からの要望に対応した。ほとんどの高校が進路指導の一

貫として行われており、大学での講義の様子を知るために看護学や医学領域の基礎

的な知識を教授する講義への要請であった。出張講義では、高校生に対して大学での

講義・演習や看護学部のイメージが持てるように、また看護学への興味・関心がわく

ような講義を心がけた。高校によっては、講義後に生徒にアンケートを行い、その結

果を講師にフィードバックしている高校もあった。看護職に対する興味関心が高い

今日において、看護を学ぶことの意味や重要性を高校生に伝え、看護学部の存在をピ

ーアールする大切な機会として今後も積極的に取り組んでゆく必要がある。概要は

以下(表Ⅵ-6-2)のとおりである。 

表Ⅵ- 6- 2  高大連携による講師派遣 

  
学校名  派遣教員  テーマ  

開催

日  
学年 

参加

人数 

1 伊 東 高 校 太 田  尚 子 産婦と新生児の看護 
10/ 18 

 
1・2 

20～

30 人 

×2

集団 

2 

 

三 島 南 高 校 

 

青 木  和 恵 看護の魅力 科学と心の実践 
10/ 25 

 
1・2 

100

人 

3 三 島 北 高 校 青 木  和 恵 看護の魅力 科学と心の実践 11/ 16 2 40 人 

4 御 殿 場 南 高 校 鈴 木  琴 江 大学で看護を学ぶということ 7/ 21 2・3 59 人 

5 沼津西高校 福 島  恭 子 キラリ！看護のしごと 9/ 29 2 30 人 
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6 清 水 南 高 校 中 川  有 加 命をつなぐ看護師の仕事 6/ 6 2 25 人 

7 静 岡 城 北 冨 安  眞 理 
地域包括ケアのあるまちと訪問看

護 最新の看護事情 
10/ 26 1・2 40 人 

8 静 岡 東 高 校 山 田  紋 子 
看護って何だろう? 看護学って何

だろう? 
7/ 15 2 19 人 

9 藤 枝 西 高 校 糸 川  紅 子 目指せ！看護のスペシャリスト 6/ 14 2・3 40 人 

10 駿 河 総 合 高 校 糸 川  紅 子 目指せ！看護のスペシャリスト 6/ 6 1･2･3 45 人 

11 市 立 沼 津 高 校 永 谷  実 穂 新生児の看護 9/ 23 1･2･3 
124

人 

12 富 士 市 立 高 校 田 中  範 佳 看護とデザイン 7/ 13 2 40 人 

13 静 岡 市 立 高 校 荒 井  孝 子 
看護学部を目指す高校生のみなさ

んへ 
10/21 1・2 40 人 

14 清水桜が丘高校 杉 山  真 澄  
私たちの健康を守る  －看護の視

点－ 
7/ 8 3 

19 人 

 

15 静 岡 学 園 高 校 野 村  千 文 
大学で看護を学ぶ。認知症高齢者

への看護から 
7/ 25 2 20 人 

15 星 陵 高 校 福 島  恭 子 
看護師・保健師・助産師  看護職と

いう選択 
6/ 22 2 40 人 

15 磐 田 東 高 校 三 﨑 健 太 郎 
ヒトの免疫システムと感染症対策

の歴史 
9/ 30 2 10 人 

 

12） 県民の日大学ツアー 

『夏休み県大ツアー』は、県民の日事業として 8 月 22 日(月) 13：00〜16：30

に実施される予定であった。看護学部では、中川副委員長が連絡役となり、専門基

礎領域および基礎看護学領域に担当していただいた。1 階実習室では解剖系の人

体模型などの見学、2 階実習室ではテーマを「モデル人形で血圧測定を体験してみ

よう!」とし、基礎的な測定技術を体験できるよう鋭意準備を進めた。しかし、当

日の悪天候により、やむなく中止となった。  

 

 

 


